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平成18年 6月定例会は 6月 12日 から
'月
3日 までの22日間朋かれ ―級鋼  国民健厳保険ヽ

日会
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正予算 条例などう1案27件を・ l決 顔情薔を5件採択し ,R九 ,1に係る支援策等に

関する意見苦 ずさんな米国産牛内の輸入に抗議し BSBの 万全な対策を求める意見書 出
資法のビ眼金利のイき下げ等 「出資の受入れ 預,金及び金利等の政llり に関する″点輩J及び
「賃金業の規制等にl.lする法律Jの改正を求める意見薔を国に提出しました
一般質問は1,日  20日  21日の3日間にわた, 14議員がlt●政方針に対し 農業 港
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光 翠境 福祉 スボーツ振興 教育問題などについて質l.し ました
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躊

Ｏ
　
Ｓ
Ｓ
Ｅ
Ｅ

関
●
；
籠
拌
改

彗

ω
内
８

日
伺

●

●
　
Ｆ
＾
■
●
●
●
コ
面
讚

●
●
す
　
一
●

●
ご
ラ
′
ン

●
コ
色
　
ら
置
施
２
ω
七
般

〓
で
あ
一■

●
　
地
豪
投
資

は
ど
れ
く
ら

い
し
て
い
う
０

，
　
お
よ
〓
５
鑢
〓
千
万
円

で
あ
る

「
′，
●
＾
●
，
●
●
，

０
　
頷
藤
集
件
に
つ
い
て
日

的
に
使
用
し
な
く
な

●
０
こ

さ
ヽ

返
還
す
る
よ
う
〓
慧

っ
て
い
る
方

●
　
哺
助
●
工
で
理
構

一
こ

施
橙
を
篤
償
迪
遷
す
る
場

合
　
涌
価
譲
葉
●
０
的
一，
剖

さ
継
く
こ
と
，
実
■

●
な
る

の
１

〓
０
こ
と
を
引
さ
離

″
せ
る
ｔ
め
　
市
●
返
適
０

る
こ
と
を
集
件
と
し
て
い

亀
万
●

一　

●
薔
車
業
を
し

な
く
な
０
し
場
合
に
あ
い
て

ｔ
　
市
υ
有
憤
で
買
い
よ
る

こ
と
や
　
掟
地
●
戻
０
こ
と

●
●
い
よ
う
把
題
す
る
　
臭

‘
的
，
‘
そ
の
時
点
の
評
価

補
〓
塁
「
さ
　
市
Ｌ
返
■
オ

一́

一
■
●
■
●
■
４
■
市

●
薔

喘
，
■
〓
別
会
計
稿
正
予
●

に
つ
い
て

０
　
理
釜
を

一
般
会
計
Ｅ
殷

り
出
０
と
の
こ
と
に
，
　
使

遂
は
何
■

Ａ
　
主
に
虐
高
程
査
安
定
「

壼
貸
付
基
金
　
■
月̈
一
挙
ヽ

費
付

〓^

優
良
摘
色
保
鶴
冤

入
事
奎
で
あ

“́

公
の
施
設
の
替
■
ほ
　
拒

万
自
治
法
の
改
こ
Ｌ
‐―
い

平
成
０
年
，
月
Ｉ
Ｂ
言
で
こ

指
定
百
ｐ
毯
制
●
●
導
，
■

心
要

）

一■
●
一〓
，
，
こ
●
■
ｔ

´
●
―

“
，
ｐ

●
●
●
う
●
´

０
　
２
つ
０
●
Ａ
ｒ
あ

ζ
イ

連
謳
ぼ
と
う
れ

ヽ
　
今
ま
で
と
同
じ
苺
制
‘

い
く

０
　
苦
連
モ
計
す
る
患
議
こ

効
室
性

Ｌ

Ａ
　
市
ω
直
管

■́
●
■
の
選

択
を
し
な
い
と
い
け
●
●

■
●
ヽ
市

，
●
●
く
●
〓
き

‘
「
■
，
●
れ
，
に
つ
い
て

■́
■
Ｊ
〓
可
”
訓
定
●
●
■

０
　
一
ヨ
＾
で
の
Ｆ
き
は
こ
う

し
て
い
０
し

，
　
栞
葉
公
社
ガ
行
っ
て
い

●

■

●

●
　
増
●
Ｌ
陸
容
薔
あ
る
場

所
●
と
，
，
一
●
ス

毬̈
¨
口
に

お
憫
＾
〓
口
な
０

〓
●
¨
Ｔ
■
■
´
志
市

一
●

〓
，
綺
■
千
■

キ^
ー
■
）

０
　
崎
驚
地
下
増
対
気
，
豊

つ
割
償
一ヽ

＾́
接
●
´
く
●

，
　
『型
合
の
摯
童
一

菌
オ
ヨ
一

一拐

置́

葉

然

‘

撼

δ

■
欝
‘
●
●
●
い
た
め
　
全
●

ほ̈

一催
拙
ぽ
あ
”
ｒ
●
“

０
　
■
宅
の
こ
ｔ
ｔ
，
０
と

い
ф
　
建
〓
え
０
■
百
り
こ

う
な

●
て
い
う
●

Ａ
　

マ
ユ
，

ブ

フ
ン
　
ス

ト
ッ
ク
■
置
を
し
ヽ
”
憑
を
‘

え
こ
呈
念
口
冒
峯
」
ヽ

今
回
　
に
曇
撻
戯
キ
員
会
に

●
託
さ
れ
た
議
案
●
　
“
嵐

多
腋
，
も
っ
て
可
決
し
　
‘

会
議
に
あ
い
て
も
可
凛
き

“

一一

|｀   |

,11
■
■
1,
●
■
|`
|~

基
絆
水
刊
施
設
●
大
規
娘

ｔ
施
Ｐ
ω
た
め
　
土
地
玖
良

逮
で
ω
躍
指
管
理
は
無
理
〓

あ
，

国
と
土
地
改
良
区
ガ

管
連
の
ｆ
託
翼
約
を
―
´
て

同
と
市

■́
●
■
勢
詢
し
　
さ

ら
に
市
打
土
地
改
良
区
と
情

Ｅ
奎
託
契
約
し
て
　
市
ｔ
ｉ

地
改
ヨ
ビ
ガ

一
０
こ
０
つ
て

管
連
●

“^

ｔ
●
■
市
ｎ
豪
地
域
■
〓
掟

一■
■
一直
●
一ヽ
ｔ
●
つ
い
て

Ｏ
　
Ｌ
Ｏ
，
卜
茶
丼
拒
育
●

〓
，
ｔ
，
で
な
く
　
色
●
な

卜
掏
に
対
応
す
ヽ
さ
で
は

●
　
籠
●
，
効
●
つ
い
て
，

警

螂

■

墨

リ

ミ

ｏ
　

指
定

し
ｔ
業
務

を
，
後
も

０

こ

ω

一^人
　

燿
綸

し

，
朽
う

こ

め
集
例

を
制
定
し

■■

●
■
市

■
ｋ
せ
延

●

，

，

―

，
す
●
■

一●
Ｒ
〓
ヨ

稟
道
●
さ
嵐
睾
イ
，
い

県
Ｌ
姜
請
し
て
い
る
の

●●。

コ

““

●●●●食ntンター



意個患謄凰 ムと物の魔朧
拠点としてのR偏が必要

ぼ 議員

鬼
燿
■
，
議
員
　
一一■
メ
´
く

り
崚
員
全

●
提
ち
〓
よ
る

一ヽ

斯
市
は
墟
綺
ｔ
■
と
し

て
０
振
興
が
薗
し
れ
て
き
た

“
山
　
有
明

●
　
ｔ
布
志
港

ｔ
●
ｔ
Ｌ
商
嚢
　
詢
流
地
贅

と
し
て
振
『
ガ
回
ｔ
●
て
き

に
志
〒
■
方

一
椰
と
な
ら
ヽ

の
で
あ
一●

掟
３
で
ヽ
示
さ

れ
て
い
＾
峯
“
市
志
滝
は

「詢

流
は
盛
ち
ｔ
万
　
人
ガ
寄
リ

●
さ
ガ
し
い
」

「人
と
物
の

交
流
拠
点
と
し
て
の
笙
傭
ガ

必
き

こ
あ
る
方
と
う
一■

港
湾
管
理
者
に
慟
‘
か
●
●

市
長
　
大
型
観
光
結
　
曰
衝

広
奇
一ヽ

国
内
，
の
Ｊ
光
著

漫
び
ぶ
●
ザ
な
い
０
潟
と
し

て
　
０
屁
Ｕ
こ
日
的
に
荊
月

で
ぎ
る
よ
う
港
捨
管
理
者
Ｌ

働
き
０
け
一“

潜
に
寄
せ
る
薇
民
の
繍
神
を

＾
幸
に

筒

撮
亀
一一
嶼
理
一一Ｔ

Ｏ
円

設
震
の
日
的
と
　
〓
一〓
の
霧

斎
は
い
く
ら
■

議
実
脇
同
組
０
と
十
分
思
議

を
重
ね
て
い
く

Ｆ
長
　
ヽ
金
の
慢
廂
益
●
補

腱
０
荀
コ

一
て
補
秦
振
興
を

コ
る
為
０
口
，
こ
し
て
括
廂

し
，
さ
●
●
　
〓
後
も
燿
薇

的
●
Ｆ
り
絶
こ
　
五
月
末
燒

在
約
，
　
７
，
，
方
で
あ
＾ヽ

ハ
モ
つ
販
売
所
が
あ
妻

間
　
揆
協
な
ら
ハ
そ
の
販
売

所
に
つ
い
て
の
要
望
方
あ

っ

た
警
　
予
”
計
上
さ
れ
て
い

な
い
ガ
ど
う
な
Ｏ
ｔ
れ

積
極
的
に
導
入
検
討
●
●

市
長
　
検
討
　
協
題
●
で

，
月
證
芸
●
堤
露
し
た
い
と

思
う

力
の
駅
●
ス
ト
ラ
ン
建
設
と

う
な

，
た
か

問
　
，
月
誦
全
２
●
信
ま
朗

で
　
梅
●
駅
し
ス
ト
ラ
ン
速

震
●
装
朗
さ
れ
こ
が
　
そ
の

後
こ
う
な
っ
た
０

足
非
と
も
奏
理
さ
せ
た
い

市
長
　
れ
の
任
期
，

実
現

化
の
為
に
珈
っ
た
ん
で
い
‘

し
い

ハ
モ
の
販
罰
前
■
び

釈
，
ユ
ト
ラ
ン
に
つ
い

地
高
薇
筆
振
興
に
業
●

う
に
設
で
す
の
で
　
Ｒ
，
伝

え
働
ぎ
ガ
０
う
こ
ヴ
私
の
役

割
０
い
０
だ
と
鳳
議
し
て
い

う寇
湾
ヽ
の
車
両
セ
ス
が
増
大

し
た
が
　
飼
案
は
万
，
か

問
　
港
，
ら
の
車
両
の
出

ハ
ω
●
砲
●
よ
り
　
国
道

２
２
●
〓

「
来
野
病
院
」

こ
の
，

，
チ
‘
つ
い
て

直
拍
的
な
解
決
方
求
め
ら

れ
０
一毬
０
ラ
方
と
う
０

交
通
渋
滞
撃
■
を
口
う

市
長
　
現
況
こ
詳
し
く
説
鶴

し
　
県
に
対
し
て
拡
幅
等
の

早
急
●
実
現
化
に
向
●

働

さ
０
け
て
い
く

港
清
に
儒
る
続
収
は

間
　
¨
一
成
●
年
墳
浪
”
●
●

港
遇
Ｅ
儒
う
税
収

「
と
ん
税

曰
定
妻
達
税
〓
」

に
い
く
ら

で
あ
０
た
，

市
長
　
●
昴
０
億
２
　
，
，

２
万
１
　
‘
０
，
円
０
あ
一■

´
ヽ
お
●
“
に
っ
い
て

間
　
市
内
あ
″
“
小
中
学
技

の
，
況
を
と
の
よ
う
Ｌ
と
５

え
て
い
う
０
　
鳩
来
を
見
嘱

え
Ｌ
摯
夜
淑
肖
●

一
瑞
Ｌ
０

い
て
　
謗
嵩
委
員
会
て
し
て

の
色
■
”
を
ホ
●

テ
や
輛
，
独
，
立
ち
す
る
ヽ

に
　
長
期
的
展
望
か
ら
電
，

粕
む

ヽ
有
長
　
一
〓
半
“
Φ
　
志
市

志
小
　
善
月
小
以
外
は
奎
て

小
規
模
で
あ
，

特
に
四
浦

小
　
八
野
小
　
崩
山
小
は
罐

小
規
模
で
あ
一■

摯
夜
存
』

の
議
論
だ
け
に
と
と
ま
ち

ず
　
滉
心
農
〓
取
り
組
こ

検
０
菱
員
会
の
立
ち
上
げ

円
　
施
壼
万
計
で
小
●
挙
校

０
今
撼
●́
つ
い
て
観
ヨ
，
自

〓
■
望
８
す
る
と
示
さ
ｎ
ｔ

一ヽ

内
彗
ほ

本
市
の
，
青
行
政
の
あ
０
ベ

き
妻
を
鵜
求
す
０

市
長
　
雨
民
や
”
円
燎
“
粛

見
を
聴
理
●
意
方
５
　
菫
●

姜
還

Ｆ
ヽ
い
，
姜

め
ミ

緻
青
長
　
，
月
談
今
罰
鶴

，
　
メ
，
●
―
●
■
め
，

勒
さ
出
し
た
い
と
著
え
一〓

ヽF蕊 殿

理あ立てが選む薪蒸布恵た



)て了」長の苦え方。
り:組み方

つ］，コ
ー

Ｉ

Ｊ
拘

ヽ

，

ヽ

●

ん

一

｝
´

―

Ｉ

Ｊ一́引一

′

・

十
一

０

:|｀′
~● ‐′

′

＋ユ

上
平
■
，
表
員
　
沐
＝
市
長

“
優
〓
奎
”
”
一
●
　
‘
コ

に

一
の
Ｆ
貴
提
こ
と

一
て
公

詢
●
●
さ
れ
，
　
ま
●
　
‘

月
二
，
皇
「
所
信
表
嗣
　
本

ｔ
匈
会
，
に
ｒ
方
〓
〓
基
０

い
て
口
ヽ
●
毯
え
ｉ
　
凛
リ

柚
ル
を
「
い
０
い
　
，
す
抑

“
Ｌ
●
ビ
じ
，
く
，
ち
●
●

，
　
テ
ー
●
●
具
〓
　
喘
「

“
目
指
讐
撻
●
●
■
■
に
■

，
お
性
化
，
コ
ジ
エ
，
卜
を

，
ち
上
ザ
■
　
地
０
口
謝
丁

葉
こ
あ

■́

一●
セ
■
●
■
カ

●
市
腋
≒
ぼ
の
■
こ
と
９
う

‘
ｉ
慢
〓
Ｌ

ヽ
こ
自
治
〓
●
■
性
化
，
掟

ｔ
す
る

市

゛
　
茫
ヽ
″
口
●
ぼ
■
●

，
く

０
い
う
視
ｉ
●
●
志
柿

ｔ
地
ｔ
●
薔
に
取
！
組
ま
ｎ

て
い
る
０
う
さ
ｔ
豪
３
，
↓

生
　
ま
た
　
育
鴫
地
域
で
敏

●
■
ん
で
い
●
　
０
●
自
〓

■
メ
，
　
市
〓
‘
Ｌ
ｔ
●
し

落
勁
ケ
追
と
言
戯
に
取
「

●瑞
し
い
■
〓
■
質
●

門
　
一
一
，
，
●
■
想
●
こ
，

て
行
ｍ
ｉ
ｒ
ヒ
●
↑
“
〓
‘

´
〓

■

●
●
●

「
し
い
示

案
　
，
，
１
●
，
，
■
●

崖
気
　
●
イ
オ
●
●
筐
エ

環
Ｆ
間
逆
ｒ
〓
を
ご
〓
し
，

ド

●
０
と
あ
る
●
　
市
●
●ヽ

■
悪
‘

〓
ア
●
●
●
〓
稜
０

●
建
を
ど
の
よ
う
に
〓
聟
●

る
の
●

バ
イ
オ
マ
ス
，
●

●
褐
智
，

ｔ
■

●
ｔ
　
鯛
ヤ
，
崖
さ
●
●

●

オ
マ
■
●
日
●
イ
リ
●
●
↓

辛
Ｌ
よ
る
　
●
■
，
●
，
，

コ
ン
掘
憩
を
，
ユ
し
　
こ
の

場
で
Ｌ
娼

っ
て
　
不
華
と
０

■
―
´
●
獲

●
て
い
´ヽ

円
　
，
菌
モ
一■

証
価
●
高

い
憲
汗
効
や
あ
不
　
う
●
ざ

，
コ
，
　
，
テ
ゴ
　
ビ
ー
マ

ン
●
●
●
御
〓
■
『
〓
　
女

“
　
安
全
●
プ
ラ
ン
ド
ル
を

一
徊
担
適
し
　
「
工
“
理
‘

Ｉ
，
泥
め
，
奮
環
笙
恐
“
水

こ
“
ヽ
と
，
巌

さ^
ｔ
る
こ
あ

る
●
　
苅
富
↓
姜

■́

，
一え

て
い
０
●

本
稿
”
よ
■
バ
建
詢
‘

Ｆ
一
一　
査
心
　
姜
全
な
需
需

よ
産
ｐ
●
■
董
，
　
環
埓
，

菫
”
Ｉ
琳
ヽ
す
翼
¨
卜
進
意

く
し
て
日
〓
増
モ
さ
な
い

女
性
●
Ψ
ユ
，
あ
口
●
授
割

熙
力
，
‘
大
で
あ
つ
　
志
市

Ｆ
市
，
メ
よ
ｔ
家
聖
両
■
，

慮
示
葉
を
ｉ
回
劇
■
し

Ｌヽ

テ
青
，
日
ホ

一
０
ま
ら
●
く

一一　一一

間
　
〓
，
　
す
●
　
〓
●

健
康
ｉ
ｔ
●
く
，
つ
一
●

■
Ｌ
自
●
手
青
て
，
ば
ヌ

一こ
聖
■
●

Ｆ
■
●
握
●
“

，
拡
充
し
　
０■
●
〓
Ｈ
し
て

，
原
●
‘
に
ｔ
●
５
ん
で
い

イ
と
こ
う
ガ
　
［
独
自
●
〓

苦
て
，
な
表
●

曰
●
子
育
て
，
醤
”
●
見
極

め
ヽ
■
て

■
ｉ

　

■
●
ｒ
●
●
”
　
〓

青
，
●
閲
わ
ヽ
人
　
●
●

●

●
●
人
〓
●
〓
　
●
●

よ
う
な
支
２
ヽ
口
，
妻
ｉ

意
見
を
固
●
　
〓
●
●
２

Ｅ
し

て
　
，
ｉ

て
，
撼
粽

を
つ
く
る

潜
０
発
展
，
市
の
発
底
に

Ｈ
　
来
■
Ｌ
向
け
て
　
世
″

０
●
Ｏ
Ｌ
Ｆ
交
流
都
市
を
，

指
し
´
、

こ
〓
つ
る
可
能
性

‘
曖
「
●
る
●
０

「
〓
Ｈ
Ｉ

〓
Ｏ
Ｓ
Ｈ
ｌ
，

コ
ラ

エ
，

卜

一
■
●
初
●
イ
リ
せ
”
Ｉ

Ｏ
こ
●
●
′
　
志
ｉ
志
電
の

発
案
，
市
つ
大
き
０
■
展
に

な
る
一Ｌ

う̈
”
こ
う
●

コ
憲
研
究
す
る

Ｆ
〓
　
一
ヽ
期
”
　
縞
無
“
な

霧
望
，
ｔ
え
る
こ
さ
　
港
の

有
利
性
●
拮
万
●
た
い
Ｌ

回
”
交
流
椰
点
の
■
條
●
”
一

ｔ
ｔ
′
題
で
あ
一■

●
３
，

■
地
０
お
催
を
お
し
可
生
ヽ

を
展
開

●
●
ｔ
め
　
Ｆ

彗

〓
，

言
に
よ
る

一
ヽ
Ｈ

Ｉ
〓
，
Ｓ
●
１

′́
口
，
工
，

Ｉ
」
を
■
ち

〓
げ
　
喪
造
研

究
を
し
て
い
く

み 憫
|,1=
型
晨
林
水
尾
の
政
,
4
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，
コ
，
，
　
ビ
ー
●
フ
　
イ

■
コ
　
菊
類
で
あ
る

亡
漢
¨
型
，
十
二
れ
輌

〓

定
め
●
水
●

水
利
用
知
彙
方
高

く
収
益
性
の
高
い
品
目
ω
導

Ａ
浸
０
作
付
け
体
系

ω
推

立
　
０
●
●
産
地
化
さ
れ
た

品
日
の
伝
収
及
●
高
品
‘
化

の
た
め
に
活
用
〓
画

“́

市
長
　
曽
於
奈
部
地
区
●
¨

年
濾
よ
り
，
●
一適
水
　
百
部

地
区
卜
員
】
町
野
薇

選
原

地
区
‘
色
０
全
体
で
■
（
，

，
―
ル
●
通
水
可
饉
け
な

う
掟
誇
琶
Ｐ
投
口
っ
い
て
は

国
●
環
蔵
拒
澱
●
遣
竜
　
樽

作
〓
０
葉
筋
ｔ
壺
屁
，

国

●
鮨
〓
ω
〓
ｔ
‘
市
と
土
地

り
　
彗
憫
畑
―
　
●
１
０
日
ヽ

ハ
ウ
ス
ー
　
０
０
０
円
　
茶

，
２
　
，
０
０
円
で
あ
る

門
　
泉
〓
力
‘
０
使
ｎ
■
は

高
い
と
い
う
反
発
の
■
方
あ

る
●

改
口
区
，
中
心
に
検
”
す
０

市
長
　
本
市
の
３
ω
独
晰
●

〓
口
引
き
下
げ
う
と
な
る
こ

他
ω
市
町
に
選
懇
ガ
い
く

完
全
通
水
径
確
籠
”
の
軍
勘

晏
蓋
者
の
意
見
等
方
あ
る
の

モ
改
良
３
を
中
心
に
様
詢
し

て
い
０
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

課
破
で
あ
一■

廃
止
バ
ス
路
線
は
ど
こ

間
　
〕一
峙
‘
ユ
示
事
路
波
廃

止
応
‘
提
出
さ
ｎ
ｔ
　
祗
布

志
市
Ｌ
豫
る
麗
止
Ｂ
嫁
は

，
後
の
員
薔
し
は
ど
う
な

う

て
い
一マ

県
バ
ス
コ
姜
協
議
会
の
実
黎

調
査
を
露
ま
え
　
能
嫁
一菫
●

辮
漫
０
境
止
●
場
合
の
代
督

万
ｔ
に
つ
い
て
協
壺
検
詢
０

一〓福
祉
，
，
，
―
こ
葉
を
前

布
志
地
区
に
あ
い
て
も
ヽ
斎
一

ф
で
あ
る
方
　
バ
ス
絡
嫁
薦

止
問
題
に
掲
ん
で
広
薫
”
意

視
野
に
立

０
●
公
共
交
横
■

”

の
早
急
意
検
討
警
必
要

ヽ米
菫
建
通
籠
屁
移
転
に
つ
い
て

間
　
来
〓
の
雪
０
お
翔
腱
訓

練
計
画
に
つ
い
て
也
長
の
見

解
は

晰
同
反
対
を
表
明
し
て
い
る

市
長
　
一●
布
●
市
Ｌ
と
０
て

●
壼
雙
”
冑
麹
だ

米
な
の
墜
留
し
よ
つ
歴
屋

皇
地
０
ヽ
鱚
ｔ
■
わ
り
　
饉

言
福
告
　
す
む
危
慢
性
　
性

Ｒ
生
落
　
富
崖
崖
上
ヽ
の
お

響
‘
“
Ｃ
さ
れ
メ、

基
拒
腱
薩
ω
謳
化
“
大
に

つ
な
が
る
こ
の
控
色
で
断
□

反
対
〓
本
駒
し
て
い
´ヽ

畑
か
ん
を
利
用
し
た
十
日
の

選
定
や
永
利
用
計
画
は

追
田
正
弘
議
員
　
會
於
南
部

地
区
の
“
年
度

一
部
協
ヽ

會
於
東
郡
地
区
の
０
年
度
完

全
協
水
に
尚
け

て
　
管
農
類

型
や
■
ヨ
螢
虚
■
●
水
の
利

ｎ
計
画
に
つ
い
て
の
言
え
万

一一一
露
地
で
十
二
　
施
設
て
八
の

品
日
を
推
進
し
て
い
く

市
長
　
電
終
地
域
如
ｂ
ん
査

鸞
稽
遣
本
部
ガ
●
心
と
な

，
　
槙
墨
Ｏ
Ｌ
水
を
活
日
し

に
畑
，
〓
壊
０
●
期
定
轟
化

Ｏ
ｔ
め
●
普
震
指
齢
を
牛
蔵

し
落
慟
を
薇
解
し
て
い
一“

魔
●
つ
十
二
３
日
は
、

ニ

ツ
シ
ン
　
■
●
ヽ
ツ
　
ヽ
根

や
　
ゴ
“
，
　
●
し
イ
ン
ョ

，
ツ
マ
イ
モ
　
サ
ト
イ
モ

２
一
〓
●
　
ハ
リ
，
イ
　
秦

，
■
コ
　
鯛
料
作
「

施
澱

つ
八
島
Ｂ
は
　
２

一
〓
ゃ

メ
ロ
ン
　
ナ
ロ
　
〓
０
，
，

簡
　
ｔ
４
色
理
や
ボ
●
使
用

●
，
こ
う
●

市
と
土
地
政
良
〓
，
曹
世
●

τ
い
く

む
良
区
，
速
鹿
●
回
り
Ｅ
‘

積
●
装
荒
せ
理
を
し
て
い

一ヽ
ヽ
■
硬
目
●
●
車
¨ヽ

向

ｒ

こ
ｔ
旬

，
●
●

―
●
当）

県
と
朧
議
し
動
向
を
見
守
，

な
が
ら
検
討
し
て
い
く

市
長
　
一
０
「
も
，
野
方
艤

も
ヽ
ま
望

型
，
四
輌

坐

日
¨

八
コ
椒
　
馬
庭
，
“
間
仲
町

嫁
　
志
う
志
港
，
志
布
ぶ
港

，
０
●
ω
底
上
届
出
，
さ
れ

知地●t,ヽ 用ヽ,′―ムボンド



立
山
静
幸
議
員
　
性
欄
島

は
　
両
０
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

ま
一ヽ

又
化
　
経
僣
面
で
大

き
く
す
ら
し
て
き
た
島
で
あ

Ｒヽ

ま
し
亜
●
窮
櫃
物
群
の

ｔ
眼
の
島
　
わ
ガ
国
ω
夫
器

”̈
，
刺
の
中
で
も
代
表
的
な

原
捨
ス

理
蔵
文
化
剛
贈
定

の
■
ｒ
も
あ
´
“

ａ
湾
雨
”

ら
人
々
ｔ
Ｆ
Ｏ
‘
ｔ
澤
在
董

観
光
理
０
体
験
型
観
光
地
と

し
て
　
合
併
を
齢
ヨ
Ｌ
払
い

下
げ
‘
彗
え
て
い
な
い
０

画
　
案
へ
の
協
議

庁
内
で
十
分
な
検
討

市
長
　
志
布
市
楡
沿
い
０
桂

長
は
　
批
櫛
３
を
シ
ン
ィ
ル

的
存
在
と
し
て
見
守
０
て
き

た
　
天
然
２
念
詢
０
●
で
も

代
表
的
な
原
賠
林
日
　
重
薫

帯
植
詢
群
の
言
蔵
で
あ
＾
ヽ

国
　
県
ヽ
の
協
薗
ｔ
色
め

庁
内
で
十
分
撼
旬
協
議
ｔ
”

０
　
そ
の
方
向
何
●
せ
し
た

い

描
螂
神
社
の
立
ち
λ
，
Ｆ
●
〓

問
　
鴫
治
０
年
Ｌ
す
桑
薔
ω

船
磯
浜
神
社
と
し
て
合
記

鱈
和
”
年
，
　
０
●
１
●
を

大
蔵
省
●
ら
擦
●
　
焉
〓
志

布
志
緞
協
ガ
替
確
し
て
い

る
　
こ
の
続
極
神
社
ｔ
自
由

に
立
ち
λ
り
で
ど
る
よ
う
に

で
さ
な
い
０

漁
葉
宿
同
欄
合
に
檜
談

市
長
　
一■
つ
ヽ
漁
協
と
穐
談

し
た
■

回
餞
の
議
周
辺
市
有
地
の

有
効
利
用
は

一

間
　
ゴ
ル
フ
場
計
画
中
●
〓

よ
り
諏
埋
し
た
土
地
　
２
‘

‘
簗
　
詢
¨
へ
′
，
―
ル
の

有
”
詢
月
を
示
ゼ
一

商
工
観
光
戦
略
会
議
て

■
●
　
●
々
と
し
た
絢
¨
ヘ

ク
，
，
ル
の
土
地
０
有
効
利

用
Ｅ
Ｏ
い
て
は
　
商
工
露
光

班
略
〓
迪
で
協
議
検
討
し
た

■グ
リ
ー
ン
　
ツ
ー
リ
ズ
ム
で

は
験
製
観
光
を

間
　
旧
電
山
町
で
プ
リ
ー

ン
　
ツ
ー
，
女
ム
に
敏
り
組

ん
で
い
る
ガ
　
市
長
●
暫
¨

ま
萌
■

一３
■

触
■
●

蘇

わ
う
な
ど
　
楽
し
０
，
，
―

ン
　
ツ
ー
，
ブ
ム
等
‘
撼
型
観

■
笙
Ｌ
目
的
ｒ
落
“
〓
ら
こ
家

甲

良
麟

い

嘔

電

商
工
観
光
戦
“
会
議
て

市
長
　
高
■
観
＋
砥
略
会
農

の
０
で

墟
筆
者

漁
警
畜

商
工
奎
電
ヽヽ

す
べ
て
の
回

体
　
市
Ｅ
の
協
力
を
得
て

農
菫
歴
史
貿
ヽ
色
の
体
験

館
　
蓮
０
翻
長
宿
村
な
ど
の

”
設
ω
活
用
方
法
を
含
め

ス

嬌
３
的
に
検
討
し
た
Ｌ

節
蘇
都
市
盟
詢
の
計
画
は

間
　
旧
電
山
町
ヽ

山
Ｌ
颯

旧
電
山
Ш
と
友
に
晰
置
掏
，

結
ば
れ
　
本
年
は
も
予
算
化

さ
れ
史
詭
さ
れ
る
　
０
有
朗

堕
「
工
会
●
●
　
九
＝
□
県

百
鶴
町
サ
ミ
ッ
ト
‘
賞
に
さ

れ
交
流
ガ
行
０
れ
て
き
ｔ

観
光
面
”
ち
昴
妹
都
市
墟
詢

を
お
ふ
計
画
●
な
い
一■

、意
一
の
付
く
自
聰
撼
と

，
ミ
ッ
ト

市
長
　
旧
ι
布
応
町
は
ア
，

リ
カ
の
フ
ア
ド
ル
〓
　
旧

た
山
町
は
ア
メ
リ
カ
の
カ

リ
フ
ォ
ル
〓
７
　
国
内
で
は

山
形
彙
旧
松
山
可
と
音
少
年

の
研
修
交
流
等
賞
海
き
れ
た

稽
綺
，
あ
＾ヽ

本
市
ω

´
●
一

を
テ
ー
マ
Ｅ

「
も
」
の
何
く

自
治
体
に
“
●
力
け
て
　
ま

ち
づ
く
り
症
朦
サ
ミ
ツ
ト

を
■
月
に
瀾
催
し
た
い

か
，

一
●
餃
０
権
謳
ｆ

筒
　
小
学
技
０
５
ф
摯
夜
ヘ

の
援
琉
●
ｔ
一え
る
と
ヽヽ

餃

召
内
電

指
導
方
法
に
大
き

凛
通
い
ガ
あ
り
　
ф
挙
校
Ｌ

■
ん
ど
霞
暗
て
　
不
豊
校
の

，
ガ
砲
囚

崎
應
と
し
ζ
ロ

ｔ
小
中

一
費
餃
●
綺
区
と
し

て
モ
デ
ル
校
を
実
施
し
て
い

メヽ

一
讐
”市
一惜

童̈
●
よ
０

伴
い
小
ф

一
■
を
す
ヽ
ど
と

思
う
●

庁
内
に
検
討
奎
員
会
を

，
日
長
　
小
学
校
，
５
ф
彗

餃
へ
の
移
行
を
円
滑
〓
す
る

万
活
の
一
つ
０
　
小
●

一
“

校
も
そ
れ
な
り
に
有
意
義
で

あ
一■

一凛
ホ
■
皇
据
え
た
彗

校
区
の
見
直
し
や
　
学
校
椛

廃
合
●
視
野
〓
庁
内
に
検
討

委
員
会
を
語
慶
し
　
幅
広
い

協
轟
　
撼
旬
●
行
い
た
い

立 山 議員
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藤
●
昇

一
凛
員
　

一̈
峙
交
通

，
■
―
プ
●
　
五
〓
――
，
■

嫁
の
廃
止
儘
け
を
ド
士
●
●

●
　
志
布
０
●
●
や
漱
ｔ
膨

裏
苺
０
ギ
畑
な
棺
瀬
を
わ
農

Ｌ
夕
■
●
ヽ
ざ
で
‘
な
０
●

●
●

撲
止
薔
鑢
の
情
”
開
示
が
足

，
な
か

０
た

［
〓

　

一
の
●
ス
路
線
重
止

Ｌ
Ｏ
い
て
ω
市
長
”
簡
ｔ
ガ

高
い
０
は
充
分
，

知
し

て

い
う
　
農
止
絡
絵

●
詳
翅

一〓

一
０
と
情
電
蘭
示
す
べ

ド
で
あ

っ
●

バ
ス
お
髯
●
■
０
た
め
０
菫
“

０
来
●
●
字
０
市
●
わ
，
て
●

円
　
志
布
蔵
市
●
●
●
■
８

燎
口
嵩
齢
言
等
の
一●
童
“
者

Ｌ
と
●
て
三
「
住
も
“
理
モ

あ
る
〓
ｔ
関
わ
ら
す
　
種
“

●
多
く
て
日
Ｌ
‘
便
　
少
な

い
餡
職
ほ
―
便
し
，
な
く

利
角
毯
議
ｎ
ｔ
拘
車
ｔ
ｔ
●

う
雇
絶
環
〓
陥

●
て
い
る

ま
た
　
一彙
，
譴
密
に
■
●
Ｆ

■
Ｇ
県
，
全
国
第
２
■
“
，

鬱
円
以
上
０
梢
助
金
を
毎
〓

出
し
て
い
る
●
に
■
し
　
七

馬
，
ル
ー
プ

■
”
ｍ
ｉ
ロ
エ

〓
な
い
０
一量
●
■
●
“
慧
〓

相
桜
に
■

〓
と
い

０
●
い

●
〓

“
，
■
粽
言
議
●
た
め

の
を
託
●
準
は
　
民
間
の
市

写
●
３
治
い
■
肩
代
０
り
‘

る
こ
と
に
な
〓
●
●
●

＾
●

バ
ス
■
嫁
廃
■
の
再
言

を
岩
崎
に
要
望
し
て
い
る

市
，
　
１１
，
鶴
期
卜
大
愕
ヽ

〓
”
発
朗
成
ま
で
月
■

一
て

い
る
●
　
准
節
合
驚
●
ｔ
段

●
説
嶋
●
●
く
　
硬
メ
こ

一

て
は
露
鸞
境
」
０
再
ヽ
を
要

望
し
て
い
る
段
嗜
で
あ

〓́

■
生
　
忠
慟
　
日
〓
０
モ
デ

ル
お
「
と
し
て
バ
ス
円
販
留

扶
を

間
　
一〓
，
県
の
平
ち
町
や
〓

■
県
四
日
市
市
●
は
ヽ

一■
ず

Ｅ
〓
●
■
睫
止
間
橿
Ｌ
声
面

し
，、

■
Ｆ
と
行
取
●
協
働

し
て
●
ユ
遣
首
■
一Ｆ
の
ヽ
，

０
■
人
を
，
ち
上
げ
て
　
地

元
企
至
や
日
浩
〓
　
蒲
Ｆ
寺

め
」“
業
を
●
●
●
５
地
域
■

港
Ｅ
Ｅ
も
し
ｔ
●
，
蒻
葉
Ｌ

飯
，
相
”
０
い
一●

こ
の
先

工
，
倒
Ｌ
李
●
、

市
長
●
編

え
る
■
笙
　
償
洒
　
自
〓
ω

ま
●
●
く
り
ω
モ
デ
ル
●
初

と
し
て
●
ス
境

〓
間
旭
ｔ
，

り
相
う
２
一え
‘
な
い
●
〓

大
い
に
滲
■
に
し
て
■
，
■

鸞
”
策
に
催
し
た
●

――，
■
　
紀
●
さ
れ
〓
先
進
事

例
は
ま
さ
し
く
共
す
　
面
ロ

自
■
一の
ま
し
つ
く
，

●
あ

り
　
，
桜
大
い
に
，
ζ
Ｌ
●

て
〓
，
あ
験
対
，
に
供
し
た

い
●
〓
タ
ィ

Ｅ
で
制
度
改
〓
に
よ
，
本
市

か
ら
病
院
が
ヽ
え
　
●
護
麗

屁
が
発
〓
す
る
可
能
性
が

円
　
‘
月
Ｏ
Ｌ
会
で
Ｆ
凛
制

墳
●
ソ
■
き
れ
て
　
，
オ
一コ

万
床
み
る
●
資
病
ネ
０
‘

割
　
「
万
広
●
割
巌
●
●
●

ｔ
ｔ
〓
　
“
ま
報
酬
ｔ
‘
月

に
引
●
■
げ
ら
れ
，
同
〓
ｔ

引
ざ
上
げ
●
●
●

モ
Ｏ
Ｆ
●
〓
痣
ら
ヽ
市
●

お
い
て
，
「
航
“
開
脱
や
薇

螢
病
床
¨
Ａ
航
ｔ
者
方
行
‘

蜆
●
美
な
い
０
願
難
長
化
●

る
な
れ
，
　
■
く
，
憾
な
日

〓
介
績
〓
陥
る
可
能
性
ガ
大

ざ
‘
●
る
‘
　
本
市
の
場
▼

を
と
う
た
え
て
い
る
●

回
は
λ
院
高
齢
著
の
０
●
ｍ

に
万
全
の
範
床
‘
３
し
て
●

し
い

市
長
　
本
市
●
高
“
化
華
も

高
く
市
内
の
Ｆ
航
に
ヽ
多
く

０
ス
院
患
者
書
い
一■

匡
”

制
度
ガ
堅
，
さ
れ
る
と
指
”

０
こ
と
言
”
念
さ
れ
る
　
Ｌ

は
■
●
皿
づ
く
，
Ｌ
万
，
の

施
案
●
機
し
て
歓
し
い
と
切

奥
に
お
も
一２

今
回
の
Ｅ
”
魚
度
“
正
に
よ

り
，
澁
福
祉
行
政
や
，
３
匡

警
に
多
大
な
膨
響
が
著
え
ら

れ
る
が

筒
　
Ｅ
や
，
●
壼
，
回
●
臭

卜
ｍ
舵
寅
は
，
一＜
不
選
朗
で

あ
る
も
　
確
賞
●
●
ぼ
薇
薇

府
床
ｔ
５
オ
，
一Ｅ
憲
，
預
〓

一，
す
こ
と
Ｅ
よ
り
　
，
摘
瞬

険
が
急
凛
Ｅ
一嘔
ま
し
藩
化
●

る
こ
と
こ
　
事
管
□
蒲
‘
よ

う
病
凛
〓
少
で
本
市
”
α
姦

砂
摯
に
す
る
こ
こ
で
　
蔽
●

Ｅ
凛
で
も
人
命
●
関
わ
０
潔

例
●
し
も
，
直
面
●
０
こ
Ｌ

で
あ
´ヽ

一一
の
間
齢
に
対
す

る
市
お
“
月
〓
Ｌ

近
隆
市
町
や
県
と
速
期
を

取

っ
て
　
今
後

０
助
回
を

見
極
め
対
応
し
て
い
き
た
い

市
長
　
七
掲
ω
↓
性
●
生
し

れ
は
市
民
の
，
ｔ
　
一
＾
一意

生
活
ｉ
薔
●
さ
●
る
こ
と
Ｌ

な
０
口
掟
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
　
現
Ｌ
嗜
で
は
３
つ
，

掲
結
農
や
搬
変
鸞
ｍ
■
●
ё
＾

４
”
に
示
さ
れ
て
い
な
い

〓
霞
Ｈ
●
＝
●
■
や
票
こ
迪

ｔ
を
取
●
て
　
旬
ヽ
現
■
の

い
向
●
，
種
“
な
●
５
月
ヽ

を
し
て
い
ざ
ｔ
●

藻上が懸念され●バス



小
”
広
鵬
■
０
　
一
一
■
桜

市
巳
ザ
●
―
ビ
ユ
●
優
け
る

一
薔
一●
●
●
寒
口
輩
鶴
の
薫

〓
を
０
う
■
ｒ
　
市
長
〓
―

ブ
●
２
墨
●
仕
方
や
〓
後
の

，
　
ビ
ュ
ω
方
向
性
を
こ
の

よ
う
に
電
え
て
い
る
の
，

市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
図
り
た
い

Ｆ
長
　
市
長
へ
の
電
り
　
●

●
あ
い
お
到
市
長
窒
　
〓
「

会
合
０
こ
●
寄
●
３
■
●
●

を
計
ｍ
に
反
喚
で
ぎ
る
よ
う

観
南
笙
力
し
ｔ
い
　
〓
口
●

筋
賞
疑
応
彗
■
を
卜
成
し

磁
員
Ｑ
壼
東
何
■
●
回
る
と

こ
ヽ
Ｌ
　
振
Ｂ
　
Ｏ
あ
ヽ
「

マ

，
―
な
ど
ヽ

市
Ｆ
，
―
ビ

ス
の
向
上
に
自
●
　
寂
り
粕

３
●
Ｌ

民
間
企
茎
■
＾
０

雛
日
●
‘
通
「
撻
を

門
　
』
員
の
Ｅ
間
企
〓
な
ど

ヽ
ω
派
遣
“
に
を
行
い
　
属

間

の
厳
し
き
を
挙
ん
だ
上

で
　
行
●
コ
ス
ト
●
剤
巌
●

市
民
，
―
ビ
ス
の
元
奏
■
ｕ

る
こ
と
も
大
坊

で
は
●
い

●■
屁
〓
―
ズ
に
拍

，
た

樹
憾
は
泌
妻
で
あ
る

市
長
　
Ｅ
間

の
方
●
は
い
●

Ｅ
態
３
●
枯
定
度
を
お
て
い

く
ｔ
Ｌ
や
〓
属
ｔ
さ
れ
て
い

る
　
市
役
所
の
●
●
ヽ
そ
の

よ
う
な
さ
薇
ｔ
諫
●
込
め
０

よ
う
な
　
市
民
〓
―
●
に
■

●
●
研
撼
は
必
要
す
と
ζ
え

一●●
―
ム
ヽ
―
ジ
の

集
た
す
役
割
に
つ
い
て

間
　
市
民
ヽ
の
相
憾
だ
＝
¨

あ
り
方
と
し
て
　
‘
市
■
―

‘
ヽ
―
ジ
０
卑
た
０
役
割
Ｌ

つ
い
●
市
長

，

璧

〓
●

２

Ъ
種
革
協
●
電
子
中
読

鷲
口
々
蘭
ぶ
●
●
予
定

Ｆ
〓
　
市
民
に
読
し
ま
●

利
用
さ
●
０
こ
こ
Ｌ

ヽ
リ

ス
ヒ
ー
デ
ィ
●
〓
●
！
や
●

い
脩
越
伝
達
口
■
●
う
■

●
＾
―
プ
０
冊
藁
〓
日
た
し

て
い
ζ
　
‘
年
Ｅ
は
　
”
“

藝
露
証
陶
，
十
■
■
●
ど
“

儘
輩
務
Ｌ
つ
い
０
●
〓
卓
“

ｔ
口
を
助
Ｆ
●
●
●
定
０
あ

´
ヽ

）

市
　
■
肯
０
子
育
て

，
製
家
の
充
案
を

問
　
●
市
ｒ
●
●
る
少
〓
化

の
工
ｉ
状
況
●
昇
る
０
さ

壼
Ｌ
コ
の
他
案
，
特
つ
だ
け

で
●
●
●
●
雨
独
自
の
■
青

●
〓
握
年
を
こ
れ
ま
で
以
上

に
た
聖
ま
べ
さ
で
は
な
い

０ク
子
化
”
素
ｒ
●

一
，
”
て
取
，
撼
む

市
長
　
本
市
●
●
　
巨
＋
―

２
１
■
以
上
の
人
口
”
日
々

●
擦
小
し
て
お
り
　
ま
さ
Ｌ

滝
豪
約
状
況
に
あ
＾
、

り
手

化
”
策
に
は
全
力
で
販
り
相

●
心
霊
ガ
あ
る
０
■

ロ
ザ
取

り
に
こ
〓
権
菫
彙
と
●
匈
需

す
る
の
で
　
輸
３
匈
●
取
り

組
み
イ
●
■
で
あ
る
　
さ
ら

に
こ
の
地
瘍
Ｌ
“
●
●
コ
〓

必
要
と
さ
■
う
０
捜
案
Ｌ
「

い
ζ
　
［
属
の
“
を
聞
さ
な

も
う
，
湾
ｒ
●
地
域
奎
鷹
モ

言
え
る
取
り
珀
ら
そ
加
遠
●

●
●
●
建
‘
あ
る
こ
妻
一え
て

い
一■

‘^
〓
一一
“
を

配
布
す
＾
き
て
は
な
い
か

筒
　
聰
観
ω
〓
青
■
の
二
重

を
に
く
す
ヽ
た
め
に
は
　
，

観
¨
錫
”
ｉ
何
よ
０
も
，
要

で
あ
＾
■

ｍ
子
手
〓
配
癒
”

に
　
に
婦
に
対
す
る
寝
し
ヽヽ

年
需
ご
こ
の
子
ど
●
Ｌ
「
な

る
●
「
Ｏ
ｔ
し
●
〓
を
屁
●

こ
文
，
ラ
帳
■
卍
布
す
ヽ
き

で
は
な
い
●

市
で
対
応
て
き
れ
ば理
し

た
い

市
長
　
父
〓
手
ヽ
に
つ
い
て

は
こ
れ
ま
で
認
歯
し
て
い
な

０
●
Ｌ
ザ
　
ニ
０
こ
」
に
つ

い
て
ぼ
綱
電
●
し
　
本
市
で

「
売
ｒ
ざ
る
●
‘
“
ば
対
応

し
て
い
さ
に
い

さ

田

麟
同

の
分
掟
に
つ
い
て

間
　
大
迫
地
区
　
良
畠
関
連

ロ
ル
の
分
艤
Ｌ
関
す
う

企

華
立
地
促
■
の
ｔ
め
の
饉
■

制
度
を
含
め
ｔ
揆
●
爪
況
こ

〓
後
の
鼻
通
し
　
ま
ｔ
　
鳩

食
ｔ
，
，
―
収
ｍ
地
と
し
て

の
言
え
方
●
間
一７

県
内
外
か
ら
の

企
業
誘
致
を
回
，
た
い

市
長
　
両
工
会
●
檀
遣
り
■

一
ｔ
，
不
臨
■
華
名
へ
“
僣
熊

提
供
●
広
縮
　
“
―
ム
ヘ
ー

ブ
　
瞑
工
●
痒
椰
，
´
ド
ヘ
の

掲
ユ
●
メ
リ
　
県
丙
“
”
う
の

５

・
９

。
Ｌ

・
〓

は
棒
胴
制
度
の
手
Ｕ
Ｎ
定
●
向

●

お
割
し
ヽ
い

“
賀

´
，

●
イ
”
菫
の
瞑
輌
地
ｒ
う
い
て

は
あ
ら
と
に
Ｐ
や
し
て
い
ヽ
ｔ

η英
語
学
薔
の
擢
遣
惧
況
に
つ
い
て

Ｈ
　
口
原
港
危
布
志
捲
を
青

景
に
し
た
口
湾
脩
瑯
化
●
〓

Ｌ
「
売
す
る
　
本
市
の
小
中

〓
枝
Ｌ
あ
●
う
車
籠
彗
習
の

推
菫
漱
虎
Ｌ
つ
い
て
間
・Ｐ

教
師
　
学
生
の
礎
龍
”

向
上
に
劣
“
た
い

っ
０
長
　
●
彗
板
で
は
，
人

●
Ａ
Ｌ
Ｉ
を
Ｐ
ま
し
　
日

本
人
英
花
ユ
節
こ
の
テ
ー
ム

一，
ィ
ー
テ

ン
タ
を
実
施
し

市
内
、
校
の
小
挙
，
，
て
，

お
い
て
　
桑
諄
ｉ
ｍ
●
ア
に

し
て
い
●
“

他
の
数
●
　
摘

に
国
語
刀
こ
の
サー
ラ
ン
ス
を

と
，
な
″
５
畝
師
の
指
導
カ

向
上
　
市
内
●
学
生
●
一工
“

方
向
上
に
費
●
う
よ
う
Ｌ
」

点

り

Ｆ
垂

⊇
●
Ｌ

超

業
務
の
発
表
を
| □
オ3
」

小 呼 議員

マロ葉節 充実

`
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Ｕ
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〕
り
＾
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］Ｌ〕

コ
「
月

∴
ヨ
「̈

Ｊ
ク
ク

長
同
熟
〓
籠
０
　
市
長
“
施

口
方
針
“
年
Ｌ
Ｔ
両
ｔ
雨
機

ｉ
震
●
ヽ
東
肖
〓
●
Ｒ
Ｏ
■

の
劇
業
と
な
ら
，
　
市
長
●

塁
‘
●
●
言
え
方
ヽ
だ
う

晨
工
晨
村
●
一●
〓
と

老
気
あ
る
災
恵
●

純
Ｆ
を
０
指
す

●
　
■
●
■
●
ｒ
ヤ
■
ト

■
Ｈ
し
　
ヽ
二
，
ｔ
ｒ
ま
５

嗜
●
●
●
て
い
０
な
０
　
■

「
ヽ
０
■
葉
彗
Ｉ
，
Ｉ
●
〓

，

コ
ウ

エ
，
卜
●
立
ち
上

‘
　
壊
〓
”
振
コ
●
安
定
〓

ド
■
を
，
，
り
　
Ｉ
ｔ
¨
■

〓

●
落
ヽ
あ
る
，
落
●
ｔ
う

●
Ｅ
指
●

高
品
化
し
た
“
餞
挫
，
“
‘

■
や
〓
言
”
新
■
，
楓
，
掟

工
し
　
吉
●
し
，
ラ
ｔ
●
〓

●
●
●
あ
一●

霰
青
■
政
に
つ
い
て

ｒ
　
■
■
ま
，
“
‘
ｔ
“
あ

，
万
に
つ
い
，
Ｆ
討
を
●
ま

籠
撻
，
苦
え
に
つ
い
，
●
●

鳥
定
判
籠
奎

■
●
”
簡

し

「
‘
■
流
〓

●
間
に
合
う
」

ｔ
“
彗
え
を
ち
‘
鼻
し
み
に

し
て
い
一ヽ

旧
０
布
ｔ
●
６
●
に
，
●

●
「

■
を
●

４

詣
割
ロ
モ

ま
で
■
，
　
ｉ
●
関
Ｆ
言
●

″
●
●
く
，
Ｆ
〓
屁
の
期
待

■
ス
●
い
０
●
　
〓
日
子
螢

ｔ
●
４
●
●

一
●
，
は
ヽ
〓

，
あ

、^

［
〓
，
■
●
Ｏ
ｒ
●
埼
豪

Ｆ
ヤ
滸
さ
れ
ら
ヽ
ざ
と
言
え

ら
”
ご
う
０

可
笙
化
０
■
「
重
，
実
施

■
ヽ
　
志
布
●
市
内
●
公
立

■
●
〓
，
の
●
〓
●
産
体
て

皇
，
”
　
―
●
〓
，
い
う
０

一■
●
〓
薔
”
童
万
，
壺
●
旬

″
「
●
こ
う

■
●
野
■
〓
投
■
に
「
籠

Ｌ
Ｏ
い
て
ヽ
●
●
■
に
■
菫

●
高

●、
ラ
ン
，
■
●
”
●
さ

れ
て
い
る
●
う
Ｌ
「
●
　
●

ぎ
る
ｔ
ｒ
■
●
こ
●
「
し
¨

種
ョ
Ｌ
●
う
よ
う
型
●
〓
０

，
〓
Ｌ
示

一　
●
●
●
■
●

〓
ｔ
や
輌
を

一●
い

J=」 Jt
■ヵじよ」t

子
供
進
0
t
全
人 ●
■
●
■
,‐

E 同 や員

を
い
●
し
　
ヽ
枝
区
の
見
直

●
●
〓
”
■
■
言
な
“
■
臓

”
４
；

●
あ
；
〓
　
市
長
●

■
●
口
捐
や
，
間

ィ́

■
●
　
〓
¨
‘
Ｊ
■
化
ｉ
ｔ

●
●
に
お
い
，
　
単
Ｏ
Ｌ
●

詢
し
な
け
れ
ば
●
●
●
●
諄

漱
と
２
■
し
，
●
う
　
手
●

●
●
の
■
栞
ｉ
“
う
く
建
●

●
人
■
を
「
●
■
●
う
壼

礎
　
■
本
の
デ
‘
〓
ヽ

●
モ

あ
り
　
■
ω
●
“
●
，
な
な

配
口
¨
彗
板
よ
，
●
■
模
な

な
に
つ
い
て
積
前
し
０
け
●

ば
●
●
な

い
と
考
え

て
い

●
●

〓
■
●
●
●
ピ
け
阜
´

ギ
間
饉
の
い
割
●
ス
０
ま
う

政
吉
菱
員
〓

ヽ
七
ｉ
ｔ
ｔ

い学
‘
花
泄
●
■
，
計
直
に
つ

い
て

間
　
潤
，
野
■
，
れ
０
●
青一

肇朽化が遺t′ 鋼ヽ 挙枝体青館

●●5,■技体青酔 建て替えt,
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i=日

=1良

工事|」」りj:ないか
本
田
〓
■
ｉ
●
　
〓
‘
口
■
一

，
ｐ
”
口
‘
区

●
●
■

●
●

「
ｔ
Ｅ
■
ヽ
せ
■
，
道
■
●

あ
〓
　
『
Ｌ
道
電
，
，
イ
Ｆ

口
ｍ
車
●
●
副
七
で
，
な
い

〓

■
一■
●
‘
　
言
●
■
，

●
●
共
”
，
■
　
「
五
交
ｔ

●
県
●
■
●
●

●
計
日
七
〓
●
■
●

●

こ
ん
と
ｉ
■
，
●
，
■
言
●

ホ●
●
一
い
０
　
■
●
一
´
●
¨
¨

●
●
う
Ｏ
Ｌ
ｔ
”
ヨ
■
●
し

，
●
う
　
■
●
■
●
一■
●

子
は
で
，
●

●―
●

Ｆ
●
，
■
●
Ｉ
７
●
●
●
く

・　
●
■
■

■

一
●
し
エ

●
●
¨
，

一て
い
一
〓
一

〓

，
■
ネ
Ｆ
■
■
■
〓
詢
¨
，

●
■
■

一
て
い
う

Ｏ
Ｆ
ｔ

ｉ
〓

一Ｌ
　
Ｏ
Ｆ

２
●
■
り
■
●
さ
●
，
い
〓

い
〓
〓

´
●
螢
望
し

●
●

ヽ

判
　
り
〓
ｔ
“
●
　
ハ
Ш
ヽ

〓
ヨ

一哺
，
“
´

●

一埼

〓
＾
　
大
型
Ｔ
■
●
“
●
ｉ

ｊ
●
●
■
ｔ
陵
●
●
‘

●
〓
●
■
●
●
●
■

●
一

，
●
〓
●
　
，
●
●
●

〓
‘

一̈

，
い
一●
〓
工
　
一●
●
●
一
●

一
●
〓
一卜
●
　
一〓

一　
に
，

一●
ｔ
●
一●
●
●
〓
ｔ
口
〓
さ

な
い
●

，
■

●
●
●
く

●

＾
一

一

■
●
●

●
■
，
“
■
１
●

，
〓
ｌｔ
ｔ
，
●
ヽ

一

０
キ
Ｆ
■
ｎ

一
い
●
“
●

，
コ
，
一
一―
ド
〓
い
〓
゛
与

を
籠
”
出
来
●
―，
ヤ
琥
●
あ
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●
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ｐ
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“
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，
口
ａ
，
―
‘
よ
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ｐ

■
ま
●
ユ
コ
■
“
―
●
〓
●

出
●
，
す
●
Ｔ
〓
　
辻
一
■

●
”
●
い
，

　

一
ｒ
う
●
て

は
■
●
〓
●
●
，
い
う
　
亀

●
■
●
示
，
Ｌ
■
●
■
●
よ

●
ｔ
●
一，
●
〓
●
●
●
　
●

＾
９
■
一　
　
４
司
〓
，
■
●

■
■
４
１
●
ｔ
ｔ
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●
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ガ
`

環
境
０
保
全
に
は
　
健
全
●

●
■
■
が
不
可
欠
で
あ
る

市
●
Ｉ
は
，
全
か

Ｌ
，
回
明
請
０
　
こ
近
，
水

凛
菫
ｔ
一，
な
い
茉
旬
”
「
書

匈
“
●
畑
働
知
‘
夕
見

さ

――
　
薔
ま
へ
０
琵
習
ｒ
チ
念

さ
れ
て
い
一“

‘
口
は
　
そ

つ
有
苦
莉
■
０
中
の
硝
滉
ｔ

笙
，
，
●
ф
“
簾
態
菫
業
に

っ
い
て
間
う
　
■
の
砧
巖
態

〓
棄
■
●
¨
窮
饉
■
奎
千
●

，
　
ど
の
‘
う
な
つ
●
●
，

，
ア
′
―
ぜ
症
訳
Ｏ
Ｆ
□

●
　
発
ガ
レ
催
を
有
す
る
可

能
性
も

■
●
　
た
”
■
●
〓
一に
　
そ

“
，
ま
０
彩
ｔ
で
は
２
に
は

有
し
，
い
●

■
●
の
●
Ｌ

●
い
て
　
条
＝
〓
よ
り
■
の

一
ｍ
ザ
〓
薔
●
有
す
る
壷
崩

“
，
笙
棄
〓
造
元
さ
０
う

こ
０
発
〓
療
口
‘
　
亡
然
”

０
作
用
〓
ヽ
あ
る
〓
　
菫
案

分
ｔ
〓
こ
化
彗
杷
０
　
，
隻

璃
ヽ
一
嬌
燿
暮
水
と
い
つ

れ
　
こ
れ
だ
地
下
水
や
水
道

水
ｔ
ｒ
入
し
て
く
´
ヽ

こ
の

詢
賞
ω
撻
康
ヽ
の
影
Ｈ
こ
し

て
は
　
多
壺
Ｌ
壺
消
餞
懸
菫

撃
●
〓
内
に
い
収
す
る
と
チ

，
ソ
ー
ビ
π
状
の
６
●
と
も

い
０
●
一■

ま
〓
薔
“
醸
輌

は
　
日
の
内
書
籾
と
し
て
ヽ

一
，

口
■
〓
絢
は
　
■
●
〓

苅
し
，
発
ガ
ン
●
●
●
●
●

こ
と
●
一メ

克
●
〓
詢
●
ｉ

劇
●
●
い
ガ
　
＾
〓
対
し
て

ヽ
発
”
ン
牲
を
有
ま
る
●
”

催
ザ
あ
る
こ
「
わ
れ
て
い

●、湧
水
喘
０
■
●
は
，

筒
　
市
”
３
●
〓
あ
●
凛
水

場
を
■
●
０
■
長
〓
虫
″
水

と
し
て
利
〓

一
て
，１
〓
´

■
●
“
五
〓
実
拘
し
●
●
〓

ガ
あ
る
●

〓
政
と
個
人
て
実
に
し
て
い
る
―

●
●
　
旧
彦
布
志
■
で
■
，

商
め
，
　
平
成
¨
年
度
Ｌ
晨

Ｆ
晰
―■
●
瀬
し
〓
　
旧
宦
班

に
Ｅ
●
〓
０
所
あ
つ
　
個
人

●
メ
燿
可
〓
摯
薇
薇
輌

一

一
Ｏ
Ｌ
刊
月
開
″
し
て
い

一̈市
内
●
地
●
濤
水
場
を
市
と

し
て
と
い
よ
う
に
著
●
＾
て
い

う
か
●

”
　
土
地
ω
商
有
権
の
問
題

ｔ
あ
る
一
需

う
イ
　
市
と
し

て
〓
催
こ
れ
も
の
凛
水
場
を

一●
●
よ
一●
Ｌ
言

え
，
い
う

●個
人
や
葉
落
て
管
理
を
―

■
〓
　
湧
水
■
●
日
ヽ
地
●

■
落
等
●
〓
ヽ
地
０
こ
う

■
市
志
泄
区
０
，
ｔ
“
〓
３

味
合
い
を
ｈ
●
●
こ
ろ
●
〓

ｔ
輻
櫃
に
掲
式
す
０

■
〓
　
湧
水

に
つ
い
て
は

担
人
の
〓
ｒ
ｒ
●
雲
だ
”

水
道
水
に
つ
●
て
は
　
広
■

ｍ
に
綿
颯
０
＾
ヽ

Ё
　
嗅
発
Ｉ
●
公
共
工
彗
●

地
工
業
者
●
菫
を
う

０
と
増

や
●
４
カ
を

口
や
０
”
ｉ
妊
豪
匈
●
■
ド

●
け
る
ヽ
ざ
●
●
な
い
●

■
力
に
お
廟
い
す
０
，

一
●
　
ｔ
，
，
福
　
地
元
痣

姓
に
０
償
●
ｉ
し
市
内
業
者

う
〓
名
●
■
●
●
■
，
■

日
　
早
ヽ
Ｌ
●
■
“
い
し
て

，、
ィ
所
ｔ
ｒ
●

〓́

十一
′
コ

ク
）

‘

一の
保
●
は
す
る
●
　
そ

の
ｔ
は
，
ま
●
薔
，
直

＾
●

■
落
Ｅ
昔
Ｉ
し
て
い
た
だ
ぎ

ｔ
い
　
恒

＾
●
ｔ
●
薔
馬
宰

を
０
ま
し
て
も
良
い
と
０
■

篠
百
場
――
は
市
で
検
蓋
０

●●一■
攣
メ
う
ヤ
“

日ヽ
●

Ｈ
　
市
ビ
０
一，
イ
フ
一，
イ
ラ

で
あ
る
水
道
水
〓
●
　
ど
の

く
ら
い
０
硝
豪
苺
壼
素
や
０

■
梢
“
寒
笙
撃
，
を
ん
で
い

る
の
０
●

志
布
志
大
迫
五
平
均
八
　
●

有
円
西
部
系
平
均
六
　
五

■
■
“
野
“
平
均
六
　
〓

■
●
言
〓
　
壺
脩
薫
熊
室
■

口
　
綸
水
人
口
〓
万
人
を
し

，
る
水
燎
の
彗
視
項
目
０

市
布
志
０
大
連
水
漁
池
●
，

口
苅
ｅ
●
　
基
準
僣
０
　
●

■
―■
■
し
て
０
　
０
０
市
■

＝
て
，
，
　
膚
豪
ヽ
笙
〓
●

基
，
輌

一
Ｏ
Ｌ
〓
飼

一
て
〓

与
●
●
イ
＝
し
て
値
を
痛
●

し
て
い
一“

・
・
と
な

関
，
‐

筒
　
福
螂
不
足
，
市
長
●
不

す
を
与
え
霊
ｔ
隔
栞
〓
な
●一

て

●
こ
Ｒ

人
間
ｔ
〓
さ
て

い
く
上
ｒ
●
●
大
ｍ
●
ホ

●

こ
と
で
あ
る
の
■
　
“
薇
さ

れ
る
こ
●
■
■
め
，
ω
，
丸

〓
公
開
す
ヽ
ヽ

●
●
な

い

０

Ｈ
　
□
　
●
ガ
〓
に
す
０
電

橿
↓
峯
や
証
●
ん
¨
工
Ｌ
●

年
前
日
大
〓
意
●
担
■
一を
強

い
ら
●
　
〓
成
議
卜
管
理
●

相
当
意
事
実
質
ユ
，

一
て
い

る
　
市
長
●
負
型
金
を
出
０

ば
●
り
で
な
く
　
刹
”
者
●

こ
●
地
ｉ
葉
名
●
″
ｔ
で
ヽ

多
く
資
た
出
来
る
よ
う
●

´  ―
・

■
~′

― ―
‐
_
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丸
山
　
一
読
員
　
人
〓
Ｏ
ω

，
人
に
つ
い
て
は
　
旧
育
鴫

町
の
平
成
、
年
２
月
盟
〓
●

員
４
”
な
対
応
と
し
て
　
ヽ

鮨
庁
や
Ｐ
の
増
示
あ
る
い
は

消
防
●
３
等

■ヽ
一
つ
て
手
詢

オ
う
と
の
こ
と
で
あ
●
Ｌ

ガ
　
●
ビ
Ｏ
λ
さ
ｎ
て
い
０

い
０
●
¨

●
ｔ
，
休
”
●

極
封
は
し
て
，
い
が

市
Ｆ
　
“
駅
方
針
の
■
本
的

な
ζ
え
万
で
あ
る
一Ｉ
一
　
す

心
　
燿
”
で
Ｌ
，
よ
い
ま
●

づ
く
，
の
視
■
●
●
　
〓
体

的
●
お
壺
性
を
言
め
て
晨
ヨ

し
て
い
ざ
０
い

心
獅
停
止
に
な

０
た
人
が
薇

会
複
帰
出
来
た
●
例
‘
あ
る

同
　
健
康
●
く
り
０
，
議
予

扇
０
意
味
０
５
も
多
く
の
高

需
著
方
で
加
さ
れ
る
大
会
に

，
妻
一Ｌ

う̈
●

い
０
，
ス
す
ヽ
さ
か協
議
す
う

市
〓
　
当
地
区
の
消
防
組
合

で
０
順
次
整
備
さ
れ
て
い
る

の
で
　
関
係
標
間
と
協
議
す

“́
学
五
候
育
に
つ
い
て
保
護
者

負
担
●

一
元
化
０
出
来
な
い

か

Ｒ
　
〓
壼
屎
ち
●
屎
泄
毯
員

Ｅ
●

一
ｉ
化
は
　
新
市
発
掟

崎
Ｌ
広
さ
れ
て
い
る
０
方
当

郷
こ
ζ
え
る
●

い
年
度
か
０
安
心
し
て
利
用

て
き
る
相
全
●
率
に
し
た
い

０
長
　
●
鯨
一卜
や
苦
一〓
Ｌ
〓

「
働
省
の
放
夕
ヽ
■
“
〓
至

ω
連
携
ガ
決
定
し
〓
“
モ

国
　
県
の
動
向
を
見
な
書
●

蒟
処
●
アヽ

一
ｒ
田
　
薇
山
地
区
の
鷺
合

的
な
丼
水
対
策
に
つ
い
て

間
　
６
大
腱
ヽ

町
■
の
燎

屁
跡
地
”
度

●
■
よ
す
る

方
　
薇
本
衝
な
対
案
は
ど
う

０
う
の
０

追
藤
自
〓
促
進
計
画
●
中
で

今
後
対
策
を
検
討
し
ヽ
い

市
民
　
来
雨
ω
に
０
こ
こ
０

地
域
は
，
例
●
漱
祝
●
な
る

事
は
Ｐ
経
し
て
い
る
●
で

賣
豫
オ
●
コ
　
凛
と
も
十
分

鶴
議
を
，
て
〓
‘
口
‘
●
〓

一，
著
一′
る

ス
ボ
ー
ツ
娠
興
●
責
と
し
て

，
適
の
サ
，
カ
ー
場
を
つ
く

れ
な
い
か

間
　
Ｒ
の
，
ッ
カ
ー
協
会
に

一『
電

０
る

テ

ー

ム
は
２

，
‘

モ
あ
一■

■
場
の
ヽ
市
ｔ
ｒ

，
，
カ
ー
フ
エ
テ
ィ
“
Ｉ
Ｅ

は
　
，
都
府
力
ら
の
―
夜
を

は
じ
め
と
し
ζ
年
■
針
‘
Ｒ

内
“
在
の
∝
校
″
彗
加
し
て

夏
合
盲
を
し
て
い
一“

し
，

も
そ
の
経
■
詢
彙
●
２
　
，

０
０
万
円
Ｌ
も
な
―

腱
損

瑚
カ
ー
而
●
ｔ
墾
麟
さ
れ
れ

ば
そ
の
ヽ
■
”
彙
●
計
！
覧

れ
な
い
も
の
”
あ
一■

市
長

會

確

Ｌ

長
期
的
な
訳
題
と
し
て取

，
ｍ
む

市
長
　
●
市
Ｌ
ら
，
る
，

■

　

ツ
全
‘

“
権
渡
を
コ

リ
　
地
●
電
性
化
す

る
●

め
に
も
　
，
，
”
―
遮

●

整
憫
‘

一
●
０
事
段

で
あ

う言
少
年
青
蔵
の
た
め
に
ヽ
猛

撮
壌
建
餃
を
と
い
う
市
民
の

嚢
望
に
は

簡
　
ち
●
●
手
や
子
供
笠
書

ヽ
豊
々
に
高
●

撻
全
に
成

長
●
う
ｔ
め
に
ｔ
　
足
非

態
■
場
を
と
ζ
え
る

■́

ス
ｒ
ｌ
，
拡
甲
に
有
利
な
セ

長
，
あ
る
と
ず
猥
●
て
い
る

１
長
　
，
国
“
●
大
会
０
あ

Ш
●
さ
ら
よ
う
菫
高
を
言
え

て

い
一
■
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くり」二
や

つ一っ一一́い
，

Ｐ

ンカ一圧

ボランテイアの/」を

岩 li議員
Å11

告
杞
貰
〓
誇
”
　
姜
全
，
ｔ

で
Ё
●
よ
い
ま
ら
つ
●
●
●

朽
祓
“
攘
■
姜
よ
鍾
¨
０

●

●
で
あ
る
　
●
口
■
●
●
ば

ヽ
●
●
●
　
●
に
ヽ
″
ヽ
行

薇
で
〓
，
な
ラ
〓
〓
〓
モ
ざ

な
い
時
ｔ
ｔ
な

０
■
さ
て
い

る
　
モ
ん
な
中
　
イ
う

，

デ
ィ
ア
の
エ
ロ
欠
●
●
●

い
ら

の
に
な

０
て

い
０

社
会
福
祉
嬌
読
奎
や
文
化

奎
籠

に
あ
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア
ｔ

，
，

１
●
■
能
に
横

●

つ
き
方

●
を
ｈ

●
●

福
祉
や
ユ

ち
づ
く
！
　
，

這
〓
習
ま
で
原
人
し
　
さ

ら

に
〓
，
さ

０
う
ヽ
ど
で

●
●
い
●

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
″
饉
化
し
て

進
●
て
い
く

市
長
　

●^
，
こ
県
●
世
代
●

退
Ｌ
●
う
こ
こ
，一〓

ヽ

そ
¨

履
亀
●
＾
綺

‘
一
ラ
，
テ
イ
ア

や
●
，
卜
，
１
，
〓
「
り
‘

■

一Ｆ
口
，
芭
ま
う

っ
て
い

ヽ
ｔ
い
■
雪
些
”
●
２
Ｅ
●
′

，
―
や
名
澪
イ
ラ
ン
テ
ィ
，

，
ル
ー
プ
　
〓
生
曇
●

児

童
晏
●
　
三
人
，
ラ
，
等
と

の
ネ
ッ
ト
フ
ー
，
を
さ
ら
―■

充
実
さ
せ
　
霊
居
や
席
ヱ
言

人
〓
“
見
守
，
活
”
Ｅ
劣
“

〓
い
　
ま
ｔ
災
〓
Ｆ
●
対
応

一”
Ｌ
つ
い
て
も
イ
一●
フ
テ
ィ

，
浩
勁
ｔ
，
，
　
こ
喘
輸
交

換
し
な
″
５
●
，
卜
７
１
，

ｌι
Ｅ
勢
●
　
女
〓
す
ｔ
ｒ
桂

″
よ
い
ま
●
●
く
り
を
■
“

て
い
ヽ
ｔ

い

ｔ
●
通
貨
”
活
月
葉
は

同
　
一■
，
，
テ
ィ
ア
０
輔
そ

し
ｒ

一
馬
●

一
つ
■
■
日
●

見
え

る
弓

Ｌ
す

る

０

め

一
●
Ｏ
ｉ
●
」
●
「
こ
し
て

巨
，
増
也
２
一え
‘
な
い

Ｌ̈

撃
退
●
高
〓
，
を
行
っ
′

市
，

　

「
地
■
６
貸
」
●
お

一コ
い
●
油
け
合
い
　
支
え

あ
う
，
―
ビ

，
行
為
‘
時

間
や
●
４
青
●
農
さ
操
，

こ
●
●
通
貨
と
し
て
別
な

，
―
ビ

，
´
■
捜
す
る

●

，
，
４
●
　

一
定

の
池
●

０
お

モ
通
■

し
　
饉
豪
●

こ
こ
と

ｔ
ｉ
道
を
，
カ
ビ

サ

ン
，

テ
ム
と
Ｉ
離

し
て

い
る
　
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
，

■
　
ブ

●
一
で
■

●
機
逆

ザ
●
ま
ｎ
は
前
日
ど

Ｌ
摯

訂
し
た
い

取
Ｈ
一，
０
会
は
Ｉ
一，
ン
デ
ィ

ア
に
と
う
跛
，
相
こ
の
か

間
　
お
言
委
員
令
‘
■
ラ
，

テ
ィ
ア
活
動
ｔ
い
し
，
距
●

と
し
一，
関

わ

０
て
い
く
の

●
　
ざ
ｔ
　
エ
コ
，
一，
プ
に

っ
い
て
，
ど
う
取
り
た
０
●

―り
極
的
に
拮
動
を
支
擢
す
る

工
市
長
　
生
モ
掌
習
識
座
や

割
年
十
皇
大
摯
専
Ｌ
を
加
し

て
活
動
す
る
こ
と
も
立
派
●

市
ラ

ン
テ
´
，
お
動

モ
●

●
　
子
ど
一２
〓
皇
螢
一
　
●

，
●
　
“
＝
会
害
の
た
珈
ｔ

壺
捜
●

ま
ｔ
摯
板
●
通
●

，
ヽ
横
豫
ｍ
に
活
詢
し
　
人

の
場
″
●
●
●
る
手
ど
も
Ｌ

成
長
し
て
く
ｉ
る

一
う
指
導

し
て
い
´ヽ

エ
コ
，
一２
′
に
つ
い
Ｏ
Ｆ

Ｓ
ｔ
●
破
り
用
″
万
に
つ

●、

て
●
，
●
”
●
し
て
い
く

嬌
せ
者
の
車
信
設
遣
に報

を

問
　
”
■
吝
●
一■
一ζ
加
●

促
す
観
点
ｔ
Ｓ
　
壺
輌
改
這

●
対
し
て
，
コ
Ｌ
長
は
ヽ
え

ち
ｎ
●
●
●

美
¨

”
方
●

て
検
割
す

る

勁

佛師ル・暉確」階』程

´
和
支
指
“
豪
と
し
て
メ

空
耐］乱雌̈
撃

吸
し
，
い

奈″
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
シ
を

み

充
実
せ
よ

Ｅ
や
世
寄
〓
旬
け
て
輌
覇
タ

信
す
る
●
■
ち
，
あ
る
の
な

ら
　
，
―
●
ヽ
―
プ
を
も
●

と
充
■
●
ヽ
さ

で
，
な

い

０
　
一●
●
ｉ
ｌ
‘
＾
―
ブ
て

，
市
民
‘
褐
●
い
柄
蘇
●
止

し
く
　
阜
く
　
わ
ｔ
り
や
０

く
伝
え
る
へ
さ

●
は
な

い

●早
急
に
は
割
，
■
，
た
い

Ｆ
長
　
〓
す
●
市
の
■
―
ム

＾
―
ジ
イ
薫
文
し

，
い
●

力

●
ヽ
こ
こ
に
つ
い
て
は

●
し
訳
●

く
憲
う
　
〓
，

日
〓

“
こ
と
を
，
■
認
諄

し
，
■
■
３
諫
●
担
当
●
●

柄
“
，
い
う
●
〓
●
●
，
―
´

量
市
の
格
記
ｉ
だ
Ｌ
●
ざ
う

よ
う
●
れ
を
晏
え
●
い

な
く
情
澪
０
公
筒
を

彗
　
■
　
４
ヽ
１
，
で
市
長

０
，
薦
☆
や
ヽ
札
サ
況
〓
を

公
躍
●
ぎ
●
い
０

支
絆
貢
”
公
＝
モ
ゆ
●
す
る

●
長
　
公
平
公
正
て
送
嗣
牲

●
高
い
０
正
た
凛
聞
し
て
い

く
０
い
う
言
●
●
し
ヽ
す
際

賓
寺
●
な
表
●
き
る
，
，
長

ヨ
ー
´
ｔ
い

I● 間
●

■
'布市 志
こ 市
t   ●
●
全 E



■

，
，
ス
■
■
　
■
員

●

■
●
責
●

●

¨
う

言
●
●

な
く
　

●
〓
ヽ
●
■
■
監

視
デ

●
，
，
餞
籠
で
あ
る

今
年

‘
●
面
，

台
＝

し

市
日
，
合
併
し
て
，
″
ｏ
，

と
評
価
さ
れ
る
０
，
　
市
●

晰

Ｅ
月
承

ｒ
栞
ら
れ
●
時

の
　
先
‘
転
員
の
「
応
で
は

●
い
０
こ
痣
う
●
そ
れ
，
¨

け
●
毎
日
●
多
い

０
き
情
を

回
い
て
い
●
■

一
一
●
し
て
ま

，

●
●
●
い
わ
●
る

よ
う

０
　
こ
こ
で
立
ち
止
ま
っ
て

転
り
返
り
、
〓
　
何
万

一
薔

Ｆ
工
●
て
い
て
の
”
　
ち
は

市
長
●
”
ｔ
し
て
僣
所
●
円

ｔ
を
済
ま
さ
れ
う
そ
の
だ
い

〓
‘
騒
員

の
行
政
，
―
ビ

ス
　
ｔ
し
，
―
ビ
ス
を
と
僣

信
し
，
い
一■

市
長
の
市
民

の
Ｅ
線
Ｌ
は
信
し
い
も
の
●

あ
る
●３
一
う
ガ
　

一
言
九
〓

し
線
を
■
こ
す
Ｏ
ｉ
市
Ｅ
ヽ

ω
日
配
，
　
■
，
，
で
卜
●

い
方
と
思
う
●
そ
０
「
長
を

こ
の
よ
う
に
ζ
え
て
い
う

●

菫
月
の
罐
員
勁
軋
丼
，
適
し

て
七
事
し
て
´
く

市
，
　
〓
員
●
〓
口
〓
”
●

●
●
■
●
　
ヨ
一
〓
●
Ｅ
●

●
〓
一●
二
Ｌ
「
●
〓
応
〓
や

■
■
■
の
対
“
を
肖
●
接
し

，
　
議
切
●
　
日
配
，
　
■

配
り
の
あ
る
態
蔓
で
〓
し

議
吏
に
対
応
す
る
●
こ
　
櫂

‘
態
度
０
百
上
に
■
い
う
ヽ

さ
，
あ
一■

一■
●
自
ら
つ
行

動
方
公
荘
●
愴
月
Ｌ
影
惚
‘

与
え
て
い
０
こ
と
を
諄
古
，

０
と
こ
ｔ
Ｌ
　
●
〓
●
鯛
し

Ｏ
Ｌ
■
●
●
●
●
●
　
ネ
ー

ム
′

´
―
―
〓
モ
■
●
し

に
日
と
し
て
「
自
資
●
ｔ
悩

）

え
＾
Ｆ
ら

，
■
あ
く
心
エ
イ

“
う
と
“
え
て
い
●●

ｔ
進

Ｌ
っ
い
て
，
　
毎
月
の
』
ヨ

翻
●
■
●
お
い
，
　
市
民
に

開
０
わ

０
「
皇

の
日
嫁
Ｌ

●

●
●
行
直
ω
執
行
と
観

句
，
掟
モ
し
て
い
撻
　
″

●
也
連
●
●
ｔ
を
お
願
い

し
て
い
〓

●
こ
こ
●
あ
●
●

掟
渇
口
上
Ｏ
Ｌ
に
　
，
―
ビ

ス
向
上
審
員
会
●
設
置
は

門
　
一一
１１
は
■
の
間
曽
提
把

で
あ
る
ィ
　
ｍ
２
を
，
０

会

の
委
員
長
　
３
部
駅
長

を
菱
員
と
し
　
性
日

ヽ
ω

憲
口
，
―
ビ

ユ
向
上
に

マ

〓
●
ア
ル
を
■
成
し
て

月
に
　
口
■
〓
０
マ
，
コ

ァ
ル
に
対
し
て
０
教
●
●

成
早
　
反
苦
点
　
僣
諄
●

〓
，
こ
と
す
大
■
と
把
う

ま
●
　
こ
の
向
上
姜
員
会

Ｈ
　
子
螢
ｔ
確
貨
●
立
姜

●
く
Ｌ
民
ヽ
の
腹
遣
●
最

り
の
Ｅ
費
で
３
大
●
勁
興

，
あ
る
こ
常
う
，
　
議
置

●
こ
え
ほ

黎
通
の
高
ま
，
‘
街
っ
て

、
Ｆ
　
滉
寮
さ
れ
た
，
―
ビ

ス
向
■
善
員
念
●
る
も
の
を

Ｒ
置
し
て
　
〓
０
何
上
に
向

す
て
ヽ
割
し
●
ガ
３
〓
螢
し

て
い
イ
や
０
万
ｔ
Ｏ
こ
０
●

●
り
方
〓
と
い
う
０
う
０
三

え
る
の
で
　
，
―
ビ
ユ
向
上

壺
員
会
の
設
震
〓
ｔ
芭
の
よ

し
て
頂
遇
ｎ
ｔ
ｅ
向
け
て
０

改
●
〓
を
枝
●
し
て
い
０
●

い
と
思
一■

tR'―ビス苺0思景

毎月はし0●斬,しall



上
郎
直
広
議
員
　
挙
餃
籠
謳

●
制
度
底
　
最
終
的
Ｅ
ぼ
●

長
０
罐
順
こ
責
任
に
あ
い
て

行
う
も
ω
で
あ
一■

一
〓
一一
で

学
校
　
ま
注
　
迪
垣
は
　
こ

の
よ
う
な
栓
割
●
果
妃
し
て

き
て
い
一●

´
ヽ
ω
制
度
の
導

Ａ
●
め
重
は
な
０
●
た
の
で

は学
校
に
回
《
を
聞
け
る

ま
百
”
　
´
一
の
制
度
を
蓼
八

し
■

摯
板
に
直
接
閲
憮
の

な
い
方
ヽ
の
意
見
こ
伝
く
求

め
　
そ
こ
●
ら
摯
校
に
□
穴

，
ラ

亀

摯
枝
壺
８
ビ
議
会
制
度
の

導
入
は

筒
　
姜
〓
万
■
の
コ
議
会
制

漬
Ｆ

核
長
●
撼
例
詢
●
嗜

線
●
ｔ

●
て
い
＾
、

家
庭

地
域
Ｌ
も
　
あ
る
電
度
の
カ

を
お
，
関
与
方
式
の
学
”
遣

色
協
議
会
制
度
●
●
ハ
〓
ヽ

き
で
は
な
い
０

柳
議
員
制
度
の
成
果
を
見
て

嵌
〓
■
　
一
一
ω
こ
と
は
国
の

改
革
の
中
で
＋
分
應
●
●
れ

メ
“

市
内
の
学
校
●

ま
菫

健
ｔ
だ
と
思

っ
て
い
る

の

で
　
ま
す
は
評
議
員
制
度
ω

咸
果
を
見
て
０
ち
と
言
え
て

い
０
　
０
し
て
す
ぎ
た
餃
長

方
い
れ
ば
　
機
会
あ

彬́
一
こ

に
綸
査
し
て
い
´ヽ

凛
道
六
〓
号
線
０
歩
道
の
議
き
は

同
　
事
尾
交
菫
●
ｂ
３
黒

ヽ
自
始
〓
■
，
口
ま
で

田
児
　
小
　
一
学
生
∞
８

，
邁

０
て
い
る
　
Ｅ
去
¨

年
同
で
〓
回
の
陳
襦
が
出

さ
れ
て
い
う
‘
　
悽
議
会

制
億
ｊ
な
い
●
”
般
脩
程

出
〓
大
夏
濠
儘
を
し
に
権

撼
が
あ
る
　
彗
道
つ
根
腱

ω
書
え
は
な
い
―

設
め
て
陳
綱
す
る

０
長
　
”
年
度
未
Ｅ
●
高
規

格
菫
路
の
〓
尾
イ
ン
タ
ー
チ
エ

ン
ブ
も
愕
通
０
る
の
で
　
大

型
車
●
交
通
●
‘
砲
え
る

県
へ
改
め
て
陳
輌
す
一“

学
校
経
営

に
つ
い
て

緻
職
ｉ
ｔ
個
人
，
レ
ー

か
ら
，
―
ム
ブ
レ
ー
＾

間
　
学
校
も
相
撼
で
あ
る
以

上
　
籠
融
な
社
会
の
変
化
に

ｔ
し
て
福
糧
的
な
ｔ
応
方
●

喪
だ
と
言
え
て
い

“^

ａ
億

員
Ｌ
硼
人
プ
し
―
力
３
テ
ー

ム
プ
し
―
へ
の
意
識
囃
換
す

る
う
え
は
な
い
０

積
極
的
に
取
り
組
む

教
盲
長
　

一
部
腱
Ｏ
Ｌ
乱
れ

は
あ
０
●
、
“
校
は
組
流
外

で
あ
１

８
々
嘔
ヽ
す
０
手）

供
ｔ
ち
ガ
摯
３
と
こ
６
で
あ

＾
“

一ヽ
れ
こ
常
に
せ
議
し
て

摯
校
の
譲
踵
解
決
に
議
磯
ｍ

ｅ
取
つ
組
み
　
繰
つ
返
し
指

導
し
て
い
´ヽ

一
‘
，
こ
ｔ
Ｏ
取
り
組
み
は

同
　
学
校
経
営
の
機
要
の
な

Ｏ
Ｌ
　
目
指
●
学
校
像
　
日

指
す
，
供
は
　
目
指
す
Ｏ
師

像
の
自
標
速
咸
０
生
●
需
カ

と
あ
る
″
　
評
価
●
口
０
う

０
こ
″
●
い
て
い
０
い

鴫
確
に
示
す
時
代
て
あ
る

彿
青
長
　
目
場
Ｅ
対
し
て
成

果
が
こ
れ
ほ
ど
近
づ
い
０

カ
　
鯛
確
に
示
す
時
代
　
そ

れ
方
市
長
に
対
す
る
大
き
な

■
日
　
●
鶴
〓
澪
っ
て
い
一ヽ

政
朗
責
任
が
必
要
で
は

間
　
摯
技
は
世
並
に
よ
っ
て

ｒ
●
さ
れ
て
い
一■

地
鶴
の

人
や
や
保
函
者
に
愛
さ
れ

支
え
ら
れ
　
育
て
ら
れ
る
の

方
本
来
の
挙
校
の
奎
で
あ

“́

脱
鮨
責
任
方
必
望
●
●

な
い
０

字
●
継
奮
と
し
て
大
率
な
こ
と

教
日
長
　
と
う
い
う
経
過
を

と
っ
て
　
と
う
い
う
掲
理
を

塙
っ
て
　
と
う
い
う
肖
霞
ザ

あ
●
ｔ
ｂ
　
を
し
て
こ
こ
●

立
●
奎
Ｏ
ｔ
”
を
鴫
５
０
け

ま
一■

そ
し
て
き
ち
ん
と
説

明
責
任
を
実
ｔ
し
て
　
市
民

Ｌ̈
一協
力
　
ご
理
解
●
い
ｔ

ｔ
く
こ
と
，
挙
校
確
糧
０
姿

勢
と
し
て
大
，
０
こ
と
で
あ

う豫
頼
，
い
ヽ
熱
と
な
颯
，
襲
埃

問
　
彗
寂
撻
毯
ω
改
革
に
は

ぶ
臨
員
ω
枯
，
こ
決
意
”
●

要
こ
ζ
え
て
い
一マ

衝
青
長

ω
著
え
は

情
熱
と
決
意
一“
基
■
菫
甕

■
有
長
　
市
の
政
億
員
は
四

〇
０
こ
近
く
い
る
ガ
　
大
蔀

分
の
電
員
ガ
使
命
餃
Ｌ
体
え

て
　
日
●
努
力
し
て
い
る

腋
育
は
生
こ
の
指
Ｏ
Ｌ
自
援

関
わ
る
腋
議
員
の
力
Ｅ
Ｅ
負

う
と
こ
ら
●
崚
め
て
大
き
い

と
Ｌ
識
し
て
い
る
の
で
　
教

Ｑ
員
の
資
，
●
■
を
重
要
凛

通
の
０
こ
０
と
し
て
い
一■

上 野 :1興

県道,`号線字穐～黒も



小
回
”
，
議
員
　
〓
「
蔵
〓

ｒ
，
議
屎
餞
■
●
副
さ
上
げ

〓
涅
露
き
ｎ
て
い
る
０
モ
一

”
全
子
０
●
猥
り
■
れ
を
し

て
引
ざ
上
げ
を
や
め
る
ヽ
さ

と
０
３
簡
，
　
市
ｔ
は
一
般

晰
脱
を
，
議
蘇
侵
■
の
引
さ

下
げ
の
た
め
に
■
て
る
，
日

で
き
な
い
こ
色
弁
し
て
い

一ヽ

ｔ
の
■
ｍ
根
椰
は
何
●

口
●
遍
ｍ
が
あ
る

市
長
　
一苺
広
＝
の
■
九
属
免

に
つ
い
て
佑
ｒ
一
摯
謝
源
０

腱
，
ス
れ
に
つ
い
て
は
博
労

省
●
３
趣
知
●
来
て
い
一“

常
祉
部
長
　
●
〓
古
″
示
―
´

て
い
う
菫
独
ｔ
菟
〓
用
す
る

〓
Ｏ
Ｌ
Ｏ
一
Ｏ
ｉ
粽
要
〓
ｋ

●
■
Ｌ
対
す
る

一
般
”
や
う

ら
梅

リ
ス
●
〓
つ
い
て
ヽ
適

当
で
な

い
●
●
笞
捩
険
者

一志
う
志
市
一
●
お
い
て
適

正
〓
月
雲
０
●
よ
う
に
と
ω

憫
知
で

一
腱
会
割
″
ら
の
燿

リ
ス
●
〓
出
来
な
い
こ
言
う

爾
η
〓
●
っ
て
い
一〓

間
　
介
譜
操
際
は
自
治
〓
務

力
　

宣́
“
〓
ヽ
一■

あ

市
独
自
で
負
担
り

堅
凛
を
回
る
へ
さ

同
　
目
治
事
務
で
，
４
ば
コ

イ
地
方
自
も
体
●
●
ヨ
す
る

場
合
Ｅ
は
地
万
自
も
ｉ
で
は

り
〓
苦
し
く
●
詢
言
　
是
こ

の
要
，
Ｌ
Ｆ
定
さ
れ
て
い

う
こ
●
多
Ｌ
Ｏ
●―
て
ヨ
〓
●

）

の
「
，
Ｌ
，

諫^
三

●

ザ

あ

■^

そ
の
↓
で
同
は
“
嗜

●
地
方
自
治
卜
，
自
も
デ

ヽ
口
に
し
た
０
う
ヽ
●
■

務
は
な
い
と
露
紙
を
さ
■
●

い
る
こ
〓
●
て
い
一“

そ
“

ら
の
坂
口
疸
■
大
●
●

「
〓

Ｆ
壁
を
は
，
日
て
い
る
ｔ
５

ｔ
劇
象
目
ぜ
　
や
め
●
●
〓

う
●
ま
で
●
〓

つ
て
な
い
」

と
言
●
て
い

、^
　
一
般
を
計

●
●
「
“
り
■
●
●
社
長
●

ヽ
■
霧
μ
を
回
る
ヽ
え
Ｈ
●

い
●

こ
れ
ま
で
ι同
じ
考
え
で
あ
る

市
長
　
■
月
掻
会
で
も
苦
ｉ

し
，
こ
あ
り

一
般
会
計
，
ち

の
や
リ
ス
ーー
に
つ
い
て
は
，

う
ヽ
さ
モ
な
い
と
言
え
て
い

０
の
で
理
解
を
し
て
は
し

い腱
書
老
自
立
支
援
ヽ
龍
行
の

形
書
は
と
，
，

筒
　
腱
〓
者
首
施
”
等
を
■

円
す
る
●
Ｅ
定
〓

一
割
０
■

担
尋
■
●
浪
“
〓
苺
宮
書
目

一ュ
●
履
元
ザ
に
有
後
，
●
月

ガ
遣
ぎ
に
　
綽
書
毯
や
痴
農

●
瑾
Ｌ
〓
〓
， 層
●
●
い
０

制
度
の
摂
一“
を
見
極
め
て
ま

い
，
た
い

婦
ｔ
部
長
　
腱
書
遣
硼
々
ヘ

０
膨
薔
Ｌ
っ
い
て
，
制
度
の

埋
も
こ
皇
楢

”
な
‘
ら
状
況

０
●
忙
ｔ
笙
”
，
い
　
ヽ
ω

資
「
と

一
て
施
お
り
■
で
副

度
開
発
議
０
こ
月
”
て
，
，

〓
万
円
機
少
し
て
い
る

僣
所
得
著
対
策
を
図
る
＾
〓

と
思
う
が
と
，
か

間
　

一
割
良
押
の
導
入
こ
あ

わ
〓
，
負
担
の
建
漱
措
腱
も

さ
れ
て
い
る
方
　
今
ユ
て
需

「
で
あ

●
●
●
ガ
編
商
写
区

分
の
霞
膳
●
〓
間
“
万
円
の

一【
０
，
ｔ
一“

全
国
の
市
可

●
〓
奥
範
し
て
い
う
よ
う
に

■
自
の
Ｆ
裔
策
を
‘
［
で
ヽ

実
施
し
て
腱
き
言
０
自
立
●

●
握
す
る
言
え
は
‘
い
●

状
況
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
欄

査
“
究
す
る

市
長
　
ヌ
“
的
な
ｅ
蘇
う
で

き
て
な
い
‘
　
”
況
方
朗
５

，
〓
慧
れ
ば
市
●
し
て
独
日

に
な
ん
５
，
の
霧
椒
貴
導
入

一■

，
力
ω
市
町
■
■
Ｌ
の

よ
う
な
形
で
導
入
し
●
ω
●

も
ｔ

め
て
コ
薔
――
究
し
ｔ

■
”
捏
Ｌ
漁
●
競
ま
で

兼
＝
０
考
え
は
な
い
か

彗
　
¨
枷
児
Ｆ
離
資
助
成
を

砿
売
し
て
い
く
↓
を
続
口
方

針
で
ヽ
■
べ
て
い

〓́

０
範

ｉ
Ｓ
，
続
ま
で
の
前
成
は
■

民
税
■
謀
税
世
帯
で
は
●
顔

補
助
Ｌ
な
っ
て
い
一ヽ

住
屁

税
謀
説
世
帯
●
●
０
　
‘
‘

Ｏ
Ｆ
ま
で
は
自
己
●
担
で
０

●
●

〓
　
０
０
０
円
を
掘

え

●
分
Ｅ
Ｏ
い
て
●
輛
匈
し
，

い
う
　
讚
＝
世
↓
●
●
　
０

０
０
日
ｕ
内
ｔ
勁
”

一
て
，

威
●
ら
，
施
ま
で
Ｏ
Ｅ
痺
貨

●
気
口
に
し
て
，
吉
，
Ｉ
性

●
は
げ
て
つ
く
考
え
，
な
い

０
　
ま
に
　
宝
て
薇
＝
●
し

Ｌ
崎
こ
れ
く
ら
い
●
雲
●

■
合
的
に
や
封
す
０

福
■
３
五
　
年
間
＾
―
ス
で

１
　
，
０
，
万
円
掟
慮
の
頭

に
な
´ヽ

市
，
　
０
歳
ま
●
筆
＝
Ｌ
０

こ
と
，
　
●
０
，
万
再
捏
道

必
要
と
●
●
〓
″
　
手
●
て

Ｂ
奉

一
●
ま
ち
つ
く
，
つ
●

モ
場
合
い
に
揆
詢
し
て
い

´ヽ

● ‐ |

□議員

ブ 」
´

言‐

■■
嬢

‐

―

‐
rr

― ‐

ー―
 
一

」―

の
コ

一プ
′
Ｊ

´ヽ

こrι

r.

,畿 膝
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時
の
流
れ
は
早
い
も
の
で
　
新
生
ｔ
布

志
雨
″
誕
生
し
て
六
カ
月
だ
経
ち
ま
し

』ヽ

２
月
コ
日
　
朝
議
会
ゴ
開
催
さ
れ
ま

し
た
が
　
市
民
の
付
乱
Ｌ
ｔ
え
ら
れ
る
よ

一⊇
獅
市
，
晨
０
為
　
議
員
と
し
て
の
Ｆ
務

を
集
ｔ
ｔ
決
患
で
あ
り
ま
す
　
本
田
に

一

ф
長
の
商
信
表
明
と
樋
政
万
計
を

は
じ
め
　
遇
藤
地
域
日
立
促

¨
鰊

鍾

卵

　

識

と
し
て
　
そ
の
機
能
を
十
分
　
　
　
　
ｒ
ｌ
ｉ

に
発
揮
さ
せ
る
こ
と
で
す
　
ま

だ
　
若
浜
地
区
の
立
地
企
窒
の
業
楽
は
勿

発
の
事
　
更
な
る
規
模
拡
大
き
せ
る
鳥
に

は
　
広
大
な
番
地
と
温
暖
意
気
候
を
生
カ

し
た
　
県
内
有
数
の
」，
じ
あ
る
震
業
や
畜

産
等
の
地
場
産
工
め
振
興
ガ
笙
理
で
あ
る

こ
驚
え
ま

■́

更
に
二
十

一
也
杞
は
　
環
境
の
一■
ヽ
と

思
い
ま
す
　
こ
れ
以
上
の
環
境
饉
■
‘
く

い
止
め
　
地
は
住
民
ガ
¨
●
＾
で
安
心
で
き

る
生
活
環
境
の
整
備
に
融
り
組
み
　
住
民

福
祉
向
上
と
地
嵐
社
会
の
〓
廣
に
発
力
●

る
こ
と
だ
　
捜
倒
だ
と
お
も
い
ま
蔦

最
近
は
　
都
市
と
地
方
　
勝
ち
絶

負
け
組
み
等
　
括
差
は
当
ｔ
り
前

の
よ
う
な
時
代
と
な
ｏ
て
き
ま

・
「心
の
数
湾
一　
そ
れ
は
遺
燎

贅

楔
言
を
究
実
さ
せ
る
政
策

若
ヽ
韻
籠
霙
臨

着
　
行
政
二
求
め
ら
れ
る

性
４　
一　
と
思
いま
す
　
私
連
議
員

“仏
　
一　
情
に
は
行
政
を
批
判
し

良
　

“̈
一」聯
醜
醍
¨

し
た
　
こ
の
よ
う
な
時
こ
そ

的
　
苅
撃
的
に
執
行
さ
せ

惑
現
す
る
手
ザ
員
務
で
あ

り
ま
す
　
ま
た
　
議
会
け
掲

摘
し
た
事
項
０
　
そ
の
方
向

で
改
善
さ
れ
実
行
さ
れ
て
い
る

力
を
機
証
す
る
こ
と
を
議
員
と
し

て
全
う
し
た
い
も
０
で
あ
り
ま
「■

ら
つ
つ

伯
●
”
町
■
人
会
は
悲
希
志
市
々
■
迪
饉
協

議
会
‘
側
支
都
と
し
て
心
所
た
に
■
足
級
０
ま

し
たま
す
　
学
習
●

一
始
と
０
て
議
会
，
建
し
た
い

と
言
う
こ
と
で
¨
´
“
蓼
肺
し
ま
し
た

な
か
に
は
薇
奎
紡
聰
ば
　
”
綸
　
斯
庁
鬱
見

娑
‘
初
め
て
０
会
■
●
飯
名
ｔ
，
ま
し
た
　
場

著
　
０
し
な
い
が
ま
，
返

っ
た
会
場

ヽ
恐
う
番

う
人
―
定
奸
よ
で
０
日
　
じ
察
輩
■
に
包
蓑
●

ｔ
●
ま
し
た
　
さ
う
に
”
埼
の
時
報
と
同
時
●

■
せ
ら
れ
た
各

●
ｎ
ル
さ
ん
の
旧
会
０
た
に

一

段
と
摯
”
怠
が
高
，
，
ま
し
た

測
り
の
質
問
は
　
意
桁
態
市
０
，
関
口
で
あ
，

実
す
ｔ
Ｏ
潤
題
　
，
テ
化
に
伴
う
”
，
日
国
第

惑
関
心
が
あ
り
摯
心
に
関
さ
入

っ
て
●
ま
し
た

そ
し
て
　
，
々
に
気
持
ち
ヽ
●
ち
希
●
て
，
た
０

で
し
ょ
う
０
　
時
●
　
や
さ
し
く
餃
し
い
視
擁
″

〓
〓
名
●
議
席
０
方
ヽ
向
け
，
ｈ
ｔ
●
た
よ
う
で

，

「　
人

０
女
惟
課
Ａ
で
は
さ
び
し

●
ね

，
一

朱
来
●
籠
く
悲
布
志
市
　
安
０
安
全
の
■
‘
●

地
０
●
●
ふ
る
さ
と
を
＝
指
し
て
ヽ
剣
に
ｎ
＝

暮
ｉ
さ
れ

る
奎
雰
内
需

に
０
な
す

●
な

が
，

よ́
う
し
ヽ
お
晰
い
０
ま
す
一
，
一，
，
，
持
ち
●

な
，
ま
し
た
　
同
蒔
に
電
性
よ
ｔ
述
に
ヽ
　
何

●
●
出
来
る
は
す
　
モ
０
な
，
●
ま
す
ま
す
高

め
る
た
“
に
ヽ
＋
‘
行
動
す
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る
と
０
■
，
上
が
，
ま
し
た

す

ヽ
で
０
腱
貝
さ
ん
方

の
■
＝
を
，
増
出
来

た
，

一
０
そ
０
，
を
助

く
し
た
と
思

い
ま
す

こ
れ
●
●
●
■
に
地
球
　
倅
民
の
”
に
前
向
き

に
　
お
互
Ｌ
に
共
血
点
●
■
出
し
た
が
ら
０
褒

お
て
議
綸
し
て
●
さ
ま
す
こ
と
を
晰
●
な
０
，

午
後
０
■
丙
見
，
に
向
け
て
頷
場
を
後
に
薇
し

ま
し
た‘

“
〓
●
，
ｔ
■
ヽ
Ｒ
燎
，

１
，構
●
薔
Ｆ
，
工
■

ヽ
も

）

口
欄
□
後
回
●

☆

「あ
あ
　
も
，
ｔ
い
ね
力

」
と
期

ヨ
姜
ω
句
方
笙
罰
よ
く
口
に
し
て
い

た
　
薔
古
し
ｔ
嗜
綺
を
ほ
と
ぎ
痢
秘
け

を
よ
く
程
っ
て
い
こ

★
著
＋
●
壼
　
迪
豫
博
で
，
ニ
ア
劇
首

舶
フ
ン
ガ
，
　
マ
，
タ
イ
氏
”
奎
世
婢

０
ア
ピ
ー
ル
　
糠
て
間
に
育
‘
Ｅ
な
っ

ｔ
８
聖

「
も
っ
た
い
な
い
」

☆
七
月
〓
Ｂ
Ｏ
性
五
込
日
の
憲
賀
県
知

事
　
壼
田
由
佗
子
Ｌ
恒
生
，
そ
の
，
役

者
こ
そ

「
ｔ
●
し
い
な
い
」
の
言
葉

こ
の
言
葉
は
■
分
聞
ぎ
な
れ
て
い
た

は
ず
　
で
も
ド
ー
ン
と
大
入
患
ザ
亘

Ｅ
護
０
こ
と
く
響
い
た
　
胸
を
打
Ｅ

れ
鳥
★
以
一烈

あ
＾
´
一
位
餞
の
時
間
に
出
を

け
ｔ
　
「
勿
体
な
い
」
と
，
仏
ま
忠
想

力
ら
で
き
た
こ
と
ば
で
天
地
笙
綺
の
う

初
ω
効
体
の
ヽ
と
ヽ
と
ヽ
っ
て
い
る
値

打
を
損
な
う
こ
と
　
人
万
人
と
し
て
の

通
コ
を
饉
０
●
０
こ
と
な
く
し
て
一
生

●
蘭
じ
る
こ
一ヽ

●ヽ

★
私
は

「人
が
人
と
し
こ

と
い
う
言

塗
ガ
”
さ
で
あ
一■

一一
の
言
二
Ｆ
“
ｔ

●
●
命
を
青
こ
う
え
て
つ
き
つ
け
ら
れ

ト
メ
●
ス
の
謀
適
で
あ
り
　
使
昴
で
あ
，

ま
だ
騰
●
●
ヽ
れ
は
蔽
い
で
も
あ
る
よ

う
Ｌ
　
私
は
思
う
　
人
を
人
と
し
て

藤
や
け
る
社
会
Ｌ
Ｏ
る
よ
う
罵
め
た

い

ｔ
ｍ
●
壺
一〓
”
別
剛
，
ぼ
ヽ

”
一
迫
　
一，
　
子
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